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平成１8年７月　広報なかの  ２

　今回で13回目となる「２００６なかのバラまつり」が、６月３日から
一本木公園を会場に開催され、期間中には約37,000人の方が来園し、
大勢の皆さんで賑わいました。
　また、６月10日と11日には、市街地でも多数のイベント等が行わ
れ、一本木公園と同様に、多くの方々が来場されました。
　なお、例年に比べて開花が１週間ほど遅れたため、ローズシーズ
ンも25日まで１週間延長されたことから、より多くの皆さんに570種
1,200株のバラを満喫していただくことができました。

▲ローサ・カンパネラでは、
たくさんの方が鐘を鳴ら
していました

▼一本木公園には大勢の方々が来園しました

▲「低農薬ガーデニング講習会」は
大変な人だかりでした

▲一本木公園バラ管理者の「バラ
栽培講習会」も大人気

▲バラの苗木販売では、お好みの
バラを一生懸命探していました

▲フ ァ ゴ ッ ト の演奏
 （10日）

３　平成１8年７月　広報なかの
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▲子どもたちのバイオリン披露 （11日）

▲フラワーア
レンジメン
トと日本舞
　　 踊 （３日）

▼フ ルー ト と マ ン ド リ
　ン と ソンジュ （４声）
  とピアノ （４日）

▼ク リ エ イ シ ョ ン
　 ・ ヒロが描く
　バラの絵 （11日）

▼地元農産物の販売▼バラ関連グッズの販売 （お菓子）

▲押し花の体験 ▲切りバラの販売

　ローズシーズン期間中には、一本木公園内に多数の出店テントや展示
・講習などの催しが行われ、たくさんの方々で大変賑いました。

公園内の出店や展示・講習も大好評！

ハーモニ ー／プチコ ン サー ト
　このコンサートは６月４日から９
日まで毎日開催され、平日に来園さ
れた方々もバラだけでなく、素晴ら
しい演奏を楽しむことができました。

�
サ
ッ
ク
ス
と
ギ
タ
ー
の

演
奏 （
９
日
）

�
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ

の
演
奏 （
８
日
）

�
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の

演
奏 （
７
日
）

�
サ
ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ
の

演
奏 （
６
日
）

�
マ
リ
ン
バ
と
ピ
ア
ノ
の

演
奏 （
５
日
）

�
ハ
ー
プ
と
フ
ル
ー
ト
の

演
奏 （
４
日
）
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野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
多
く
の
催
し
を
披
露



平成１8年７月　広報なかの  ４

▲子どもたちに直接お絵かきを指導
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絵
本
作
家
の
藤
岡
牧
夫
先
生
が
来
市

　

『
藤
岡
牧
夫
原
画
展
』
が
、
ロ
ー
ズ
シ

ー
ズ
ン
中
に
信
州
中
野
銅
石
版
画
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館
に
お

い
て
、
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
藤
岡
先
生
に
は
、
六
月
三
日
に

お
絵
か
き
教
室
を
、
翌
四
日
に
は
朗
読
会

も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高

社
山
を
望
ん
だ
風
景
に
バ
ラ
を
描
い
た
絵

画
も
、
市
へ
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲絵画を寄贈いただきました ▲先生自らが絵本を朗読

▼ラジオの生放送が行われました （６月４日）

▲テレビで生中継もされました （６月８日）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
でででででででででででででででででででで
もももももももももももももももももももも
多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多
数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数
のののののののののののののののののののの
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
をををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

市
街
地
で
も
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

六
月
十
日
と
十
一
日
の
両
日
、
中
野
陣
屋
・
県

庁
記
念
館
前
の
ス
ー
パ
ー
跡
地
で
は
、
市
街
地
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
多
数
の
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
日
に
は
高
校
生
が
中
心
に
企
画
・
運
営
し
た

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
☆
若
者
ま
ち
な
か
音
楽
会
」
が
、
十
一

日
に
は
太
鼓
や
大
道
芸
な
ど
の
「
ス
テ
ー
ジ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、、「
こ

ど
も
広
場
」
や
、
バ
ラ
で
描
い
た
「
ロ
ー
ズ
ア
ー

ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
６
」
な
ど
は
両
日
と
も
行

わ
れ
、
大
勢
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

▲小学生もローズアートに挑戦

▲まちなか音楽会に小さなお子さんも参加

▲ステージパフォーマンスでは太鼓の演奏

▲ステージの周囲にはたくさんの人が集まりました

�子どもたちも楽しみました

▲沿道に花が飾られました

一一 本木公園の中継本 木 公 園 の 中継 
がラジオやテレビがラジオやテレビ
で行われましたで行われました

５　平成１8年７月　広報なかの

　

バ
ラ
ま
つ
り
期
間
中
の
六
月
十
日
、
十

一
日
、
花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
主

催
に
よ
る
『
な
か
の
花
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
０
６
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、花
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
会
場
の
中
央
広
場
公
園
に
は
、
ご
家
庭

な
ど
で
手
入
れ
さ
れ
た
作
品
が
多
数
並
び
、

来
園
者
は
出
品
さ
れ
た
中
か
ら
、お
気
に
入

り
の
も
の
に
一
票
を
投
じ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
選
作
品
は
審
査
員
選
考
と
一

般
投
票
に
よ
り
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

出
展
数　
　

二
〇
八
点

内
訳
）
コ
ン
テ
ナ
部
門　
　

一
八
七
点

　
　
　

ハ
ン
ギ
ン
グ
部
門　
　

二
一
点

出
展
者
数　

一
一
二
名

審
査
員　
　

日
本
花
の
会
主
任
研
究
員　

和
田
博
幸
氏

入
選
者　
　

左
表
の
と
お
り

　

ロ
ー
ズ
シ
ー
ズ
ン
も
終
盤
を
迎
え
た
六

月
十
八
日
、『
ロ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０

６
』
が
、
中
野
市
バ
ラ
ま
つ
り
実
行
委
員

会
、
Ｓ
Ｂ
Ｃ
信
越
放
送
、
一
本
木
公
園
バ

ラ
の
会
の
主
催
に
よ
り
、
市
民
会
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
テ
ィ
ナ
さ
ん
の
美
し
い
声
と

「
池
田
達
也
せ
っ
し
ょ
ん
」
と
の
演
奏
を

聴
こ
う
と
、
会
場
に
は
七
百
人
ほ
ど
が
集

ま
り
、
ジ
ャ
ズ
歌
手
で
あ
る
テ
ィ
ナ
さ
ん

の
迫
力
あ
る
歌
声
や
、
池
田
達
也
さ
ん
ら

と
息
の
あ
っ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
聴
き
、
場

内
の
皆
さ
ん
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ィ
ナ
さ
ん
が
、
日
本
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
・
ナ
ン
バ
ー
の
曲
で
深
い
感
銘

を
受
け
た
と
い
う
晋
平
先
生
作
曲
の
「
ゴ

ン
ド
ラ
の
唄
」
を
、
独
自
に
ア
レ
ン
ジ
し

て
披
露
さ
れ
ま
し
た
が
、
テ
ィ
ナ
さ
ん
は
、

晋
平
先
生
の
ゆ
か
り
の
地
で
歌
え
た
こ
と

を
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
前
の
午
前
中
に
は
、

テ
ィ
ナ
さ
ん
と
出
演
者
の
方
々
に
よ
る
オ

ー
ル
ド
ロ
ー
ズ
の
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
る
一
本
木
公

園
内
に
、
ま
た
一
つ
、
素
晴
ら
し
い
バ
ラ

が
加
わ
り
ま
し
た
。 

選考方法氏名

審査員選考渥美�巳子審査員特別賞

審査員選考上原ふみ江審査員賞

審査員選考樋口美代子審査員賞

一般投票山崎祐子ふるさと賞

一般投票武田和子ふるさと賞

一般投票内藤喜美子ハーモニー賞

一般投票春原保枝
ハーモニー賞
 （ハンギング）

一般投票池田洋子ステキで賞

一般投票市川勝子ステキで賞

一般投票阿部憲子ネイチャー賞

一般投票長島友子ネイチャー賞

一般投票綿貫当子がんばりましたで賞

一般投票小林淳江がんばりましたで賞

▼入選者の表彰式の様子

▲お気に入りの
　作品に一票

▲

き
れ
い
な
声
で
熱
唱
す
る
テ
ィ
ナ
さ
ん

▲ティナさんによる植樹が行われました

なかの花づくり
　コンテスト ２ ０ ０ ６
　　も開催されました

withwith池田達也せっしょん池田達也せっしょん

TinaT i n a －－ティナ  テ ィ ナ－－
Ｍｅｅｔｓ“ＢｅａｕｔｉｆｕｌＳｏｎＭ ｅ ｅ ｔ ｓ “ Ｂ ｅ ａ ｕ ｔ ｉ ｆ ｕ ｌ Ｓ ｏ ｎ ｇｓ”ｇ ｓ ”
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平成１8年７月　広報なかの  ６

平
成　

年
度
税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し

18

　

平
成
十
八
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
う
、住
民
税
と
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
、
主
な
改
正
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

個
人
住
民
税

　税率改正
　個人の住民税(所得割)と所得税の税率は、
下表のようになります。

　定率減税の廃止
　定率減税は、下表のとおり縮小・廃止されます。

　

損
害
保
険
料
控
除
の
廃
止
・
地
震

(３)
　

保
険
料
控
除
の
新
設

〇
損
害
保
険
料
控
除
の
廃
止

《
現
行
の
損
害
保
険
料
控
除
》

　

・
長
期
損
害
保
険
…
一
万
円
限
度

　
　

（
所
得
税
は
一
・
五
万
円
限
度
）

　

・
短
期
損
害
保
険
…
二
千
円
限
度

　
　

（
所
得
税
は
三
千
円
限
度
）

〇
地
震
保
険
料
控
除
の
新
設

　

支
払
っ
た
地
震
保
険
料
の
二
分
の
一
を

所
得
か
ら
控
除
（
所
得
控
除
限
度
額
は
二

・
五
万
円
〈
所
得
税
五
万
円
〉）

※
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
十
八
年
末
ま

　

で
に
結
ん
だ
長
期
損
害
保
険
契
約
に
つ

　

い
て
は
、
従
来
の
損
害
保
険
料
控
除
の

　

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

　

だ
し
、
同
一
契
約
で
新
制
度
と
旧
制
度

　

の
両
方
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

　

ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
制
度
と
旧
制
度
の

　

合
計
で
二
・
五
万
円
（
所
得
税
五
万
円
）

　

が
限
度
で
す
。
な
お
、
個
人
の
住
民
税

　

は
平
成
二
十
年
度
分
か
ら
所
得
税
は
平

　

成
十
九
年
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係
（�
�
２
１
１
１

内
線
２
２
５
）

　
　
　
　

個
人
の
住
民
税
の
額
は
、
現
行
と

改
正
後
で
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
す
か
？

　
　
　
　

税
額
は
、
課
税
所
得
を
五
〇
〇

万
円
と
仮
定
し
た
場
合
、
税
率
は
改
正
前

も
改
正
後
も
一
〇
㌫
で
す
が
、
税
額
は
改

正
前
が
四
〇
万
円
に
対
し
、
改
正
後
は
五

〇
万
円
で
改
正
後
の
方
が
一
〇
万
円
高
く

な
り
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な

る
の
か
と
い
う
と
、
改
正
前
の
税
率
は
累

進
税
率
と
い
っ
て
、
課
税
所
得
が
二
〇
〇

万
円
以
下
の
部
分
に
五
㌫
を
乗
じ
、
残
り

の
三
〇
〇
万
円
に
一
〇
㌫
を
乗
じ
た
も
の

の
合
計
額
に
対
し
、
改
正
後
は
比
例
税
率

と
い
っ
て
課
税
所
得
五
〇
〇
万
円
に
一
〇
㌫

を
乗
じ
た
も
の
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

税
率
表
に
基
づ
き
税
額
を
試
算
す
る
と
、

課
税
所
得
が
約
一
、
〇
〇
〇
万
円
ま
で
は
、

改
正
後
の
税
額
の
方
が
改
正
前
よ
り
も
高

く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

税
率
改
正
に
よ
り
、
住
民
の
負

担
が
増
え
る
の
で
す
か
？

　
　
　
　

先
に
述
べ
た
と
お
り
個
人
の
住

民
税
は
、
課
税
所
得
が
約
一
、
〇
〇
〇
万

円
ま
で
は
改
正
前
に
比
べ
て
高
く
な
り
ま

す
が
、
一
方
、
所
得
税
は
、
課
税
所
得
が

約
一
、
〇
〇
〇
万
円
ま
で
は
改
正
前
に
比

べ
て
安
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
人
の

住
民
税
と
所
得
税
の
合
計
額
は
、
ほ
ぼ
同
額

に
な
り
納
税
者
の
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

個
人
の
住
民
税
と
所
得
税
の
人
的

控
除
額
を
比
較
す
る
と
、個
人
の
住
民
税
の
方

が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、税
率
の

低
い
階
層
で
は
負
担
増
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　

個
人
の
住
民
税
と
所
得
税
で
は
、

人
的
控
除
額
に
差
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

基
礎
控
除
・
配
偶
者
控
除
・
一
般
の
扶
養

控
除
は
、
個
人
の
住
民
税
が
三
三
万
円
に

対
し
、
所
得
税
は
三
八
万
円
で
五
万
円
の

差
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
収

入
で
も
個
人
の
住
民
税
の
課
税
所
得
は
所

得
税
よ
り
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
税
率
を

五
㌫
か
ら
一
〇
㌫
に
引
き
上
げ
る
と
、
所

得
税
率
を
一
〇
㌫
か
ら
五
㌫
に
引
き
下
げ

て
も
負
担
増
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
個
々
の
納
税
者
の
人
的
控
除
の

適
用
状
況
に
応
じ
て
、
負
担
増
に
な
ら
な

い
よ
う
個
人
の
住
民
税
の
減
額
措
置
を
設

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

住
民
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
何
の
た
め
の
制
度
改
正
で
す
か
？

　
　
　
　

各
地
方
団
体
が
自
主
性
を
発
揮

し
、
よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

た
め
「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
地
方
団
体
は
、
今
ま
で
国

が
集
め
た
財
源
の
中
か
ら
国
庫
補
助
金
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム

は
必
ず
し
も
自
主
性
が
高
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
住
民
に
と
っ
て
真
に
必
要

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、
自
ら
の
責
任
で
よ

り
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

国
税
で
あ
る
所
得
税
の
一
部
を
、
地
方
税

で
あ
る
個
人
の
住
民
税
へ
税
源
移
譲
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

個
人
の
住
民
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１

Ａ
１

Ｑ
２

Ａ
２

Ｑ
３

Ａ
３

Ａ
４

Ｑ
４

農
業
所
得
を
経
費
目
安
割
合
方
式

　
　
　
　

で
申
告
さ
れ
て
い
た
方
へ

　

平
成
十
八
年
分
農
業
所
得
の
申
告
に
お
い
て
は
、

従
来
の
経
費
目
安
割
合
方
式
で
の
申
告
が
廃
止
さ

れ
、
す
べ
て
の
方
が
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
と
な

り
ま
す
の
で
、
今
か
ら
収
入
金
額
ま
た
は
支
出
金

額
の
証
明
で
き
る
売
上
伝
票
、
領
収
書
等
は
す
べ

て
保
管
し
、
来
年
の
申
告
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

平成１９年度分平成１８年度分平成１７年度分
住
民
税 廃　　止

税額の７.５％控除
(市・県民税合計
で２万円限度)

税額の１５％控除
(市・県民税合計
で４万円限度)

平成１９年分平成１８年分平成１７年分所
得
税 廃　　止税額の１０％控除

(１２.５万円限度)
税額の２０％控除
(２５万円限度)

改　正　後現　　　行
適用時期税率課税所得税率課税所得

平成19年
度分から

１０％
(６％)一律

５％
(３％)200万円以下

住　

民　

税

１０％
(８％)700万円以下

１３％
(１０％)700万円超

平成19年
分から

５％
１０％

195万円以下
330万円以下１０％330万円以下

所　

得　

税

２０％
２３％

695万円以下
900万円以下２０％900万円以下

３３％1,800万円以下３０％1,800万円以下

４０％1,800万円超３７％1,800万円超

※１　個人の｢県民税｣と個人の｢市民税」を合わせて個人の｢住民税｣と言
　　　います。
※２　（　）内は、個人の市民税のみの税率です。
※３　課税所得とは、所得金額から扶養控除・社会保険料控除等を控
　　　除した後の金額をいい、この課税所得に税率を乗じた金額が税額
　　　となります。

　
(１)

　
(２)
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７　平成１8年７月　広報なかの

固
定
資
産
税

中
野
市
国
民
健
康
保
険

　
　
　

加
入
者
の
皆
様
へ

〜
住
宅
の
耐
震
改
修
に
係
る

　

特
例
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
〜

　

一
昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
多
く

の
家
屋
が
倒
壊
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

は
東
海
地
震
等
の
発
生
の
恐
れ
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

現
在
、
既
存
住
宅
の
四
分
の
一
は
、
昭

和
五
十
六
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
に
基
づ

い
て
建
築
さ
れ
た
家
屋
で
あ
り
、
現
行
の

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
税
」
に
お
い
て
も
耐

震
改
修
促
進
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
一

定
要
件
を
満
た
す
住
宅
の
耐
震
工
事
を
施

し
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
の
一
部
を
減

額
す
る
特
例
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

※
た
だ
し
、
都
市
計
画
税
は
減
額
対
象
に

　

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
減
額
対
象
に
な

　

る
家
屋
は
住
宅
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は

　

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
対
象
要
件

　

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
以
前
か
ら
存

在
し
て
い
る
住
宅
（
共
同
住
宅
、
併
用
住

宅
、
区
分
所
有
の
住
宅
を
含
む
）
に
つ
い

て
、
平
成
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
建
築

基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準
に
適

合
す
る
三
十
万
円
以
上
の
耐
震
改
修
工
事

を
施
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税
を
二
分
の

一
に
減
額
し
ま
す
。
た
だ
し
、
一
戸
当
た

り
百
二
十
平
方
㍍
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
の
税
額
は
減
額
の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

○
減
額
を
受
け
る
た
め
の
手
続

　

「
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
該
当
す
る
家

屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
減
額
規
定
の
適

用
申
告
書
」
に
、
現
行
の
耐
震
基
準
に
適

合
し
た
工
事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
耐

震
基
準
適
合
証
明
書
）
を
添
付
し
、
改
修
後

三
カ
月
以
内
に
市
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
及
び
申
告
先

市
役
所
税
務
課
資
産
係
（�
�
２
１
１
１

内
線
２
２
６
）

　

市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
費
の

動
向
や
医
療
制
度
改
正
な
ど
の
状
況
を
考

慮
し
、
税
制
改
正
及
び
予
測
さ
れ
る
大
幅

な
赤
字
を
今
後
解
消
し
て
い
く
た
め
、
平

成
十
八
年
度
は
左
表
の
と
お
り
改
定
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
中
旬
に
は
国
保
加
入
世
帯
の
世
帯

主
の
皆
さ
ん
に
、
国
保
税
の
納
税
通
知
書

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
国
保
税
率
引
き
上
げ
の
理
由

　

近
年
の
急
速
な
高
齢
化
社
会
の
進
行
等

に
よ
り
、
医
療
費
が
年
々
増
加
し
、
国
保

会
計
の
支
出
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
一

方
、
国
保
加
入
者
の
所
得
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
保
税
に
よ
る
収
入

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

た
め
、「
財
政
調
整
基
金
」
を
取
り
崩
し
て

国
保
会
計
の
収
入
に
充
て
、
財
政
運
営
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
十
七
年
度
末
の
基
金
残
高

が
約
十
万
円
と
底
を
つ
い
た
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
保
財
政
の

運
営
が
で
き
な
い
た
め
、
国
保
運
営
協
議

会
等
で
の
審
議
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
、

十
八
年
度
か
ら
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係
（��
２
１
１

１
内
線
２
９
６
）
ま
た
は
豊
田
支
所
健
康
福

祉
課
福
祉
係
（��
３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

　

年
金
課
税
見
直
し
に
伴
う

　
　
　
　
　

国
保
税
の
経
過
措
置

　

平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
に
六
十

五
歳
以
上
の
方
は
、
税
制
改
正
に
よ
る

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
に
よ
り
、

国
保
税
が
増
加
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
保
税
が
大
幅
に
上
昇
す
る
方
に
は
、

急
激
な
増
加
を
避
け
る
た
め
、
国
保
税

算
定
時
に
控
除
を
設
け
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
二
年
間
か
け
て
、
本
来
の
国
保

税
額
に
移
行
し
て
い
く
経
過
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。

　

経
過
措
置
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
税
務
課
課
税
係
（�
�
２
１
１

１
内
線
２
２
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平成18年１月１日
　　　 

～

　　　　 →翌年度から３年間
平成21年12月31日

平成22年１月１日
　　　 

～

　　　　 →翌年度から２年間
平成24年12月31日

平成25年１月１日
　　　 

～

　　　　 →翌年度の１年間
平成27年12月31日
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平成18年度　国民健康保険税率及び賦課限度額
介護保険分(40～64
歳の第２号被保険者)

医 療 分平成18年４月１日から適用
の国保税率・賦課限度額　

18年度17年度18年度17年度区分（年税額）

2.10%0.75%7.10%6.00%被保険者の前年
の所得額に応じて① 所得割

4.00%2.00%22.00％
（据置）

22.00%被保険者の固定
資産税に応じて② 資産割

 7,000円 4,000円 18,300円 14,500円世帯の加入者
一人あたりの額③ 均等割

 4,800円 2,400円 20,000円 16,500円一世帯あたりの額④ 平等割

90,000円80,000円530,000円
（据置）

530,000円上記①～④の
合計年間上限額賦課限度額

○減額対象となる改修工事完了期間及び減額年数

国
保
税
率 
・ 
賦
課
限
度
額
が
変
わ
り
ま
し
た



９　 平成１8年７月　広報なかの

カリキュラム３ カリキュラムカリキュラム －現在、総合学科高校開設準備室で検討されていること－－現在、総合学科高校開設準備室で検討されていること－－現在、総合学科高校開設準備室で検討されていること－

系 列４ 系 列系　列
　特定の進路に向けた「関連の強い学習内容のまとまり」を系列と言います。現在の中野実業高校の

学科や中野高校のコースではあらかじめ定められた科目を学んでいます。系列は多種多様な科目を分

類した選択科目のまとまりで、一人一人の進路にあわせて科目選択をする道しるべです。現在、検討

を進めています。（現系列名は仮称です）

１週間の時間割の教科目別割合 （高校生として必ず学ぶことが定められている授業以外は全て選択になります）
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※（ ）の数字は１週間あたりに実施されるその教科目の時間数

新高校名を募集します新高校名を募集します
募　集　要　項

◆応募方法：郵送、ＦＡＸ、電子メールにより、任意の様式で「氏名、住所、電話番号、
年齢、校名の命名理由」をご記載いただき、ご応募をお願いいたします。

  　　　　　（※個人情報については校名募集に関すること以外には使用しません）
◆応募期間：平成18年７月１日 （土） ～７月31日 （月）
　　　　　　　（郵送の場合は７月31日必着でお願いいたします）
◆公募対象：北信地域のみなさま
◆応 募 先：郵送：①〒383-8506　中野市小舘６番　　　  中野高校内
　　　　　　　　　②〒383-8567　中野市三好町2-1-53　  中野実業高校内
　　　　　　　　　　中野高校・中野実業高校統合総合学科高校開設準備室　宛
　　　　　　FAX：①0269-24-1252（中野高校）
　　　　　　　　　②0269-24-1251（中野実業高校）
　　　　　　（※郵送、FAXについては①、②のいずれの学校宛でも結構です）
　　　　　　電子メール：dai1sogo@nagano-c.ed.jp
◆選考方法：中野市民、教育委員会関係者、学校関係者による選考委員会により
　　　　　　選考いたします。
◆決定時期：平成18年８月末予定 【お問い合わせ先】

中野高校・中野実業高校統合総合学科高校開設準備室
　中 野 高 校：0269-22-2197 （担当）教頭 長井丈夫
　中野実業高校：0269-22-2141 （担当）教頭 唐澤　淳
　電子メール：dai1sogo@nagano-c.ed.jp

校
名
と
し
て
採
用
さ
せ
て

校
名
と
し
て
採
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
方
に
は

い
た
だ
い
た
方
に
は

記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す

記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。。

（（
該
当
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

該
当
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

い
た
し
ま
す
）

い
た
し
ま
す
）
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中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ中野高校 ・ 中野実業高校統合総合学科高校開設準備室からのお知らせ

中野高校と中野実業高校が統合して、総合学科高校となります。中野高校と中野実業高校が統合して、 総合学科高校となります。

　本年３月末、県教育委員会の高校改革プラン実施計画が策定され、両校の統合、総合学科高校への

転換が発表されてから、両校代表者で総合学科高校開設準備室を立ち上げ、鋭意検討を重ねてきまし

た。その結果、６月末現在、新しい高校像について下記の概要が固まってきましたので、中野市の皆

様にお知らせするとともに、総合学科高校の校名を公募します。多くの市民の皆様にご応募をお願い

いたします。

　総合学科高校は地域の要望に応え、地域の皆様に支えられ、地域に貢献できる学校を目指しており

ます。今後さらに内容を検討しより良い新しい学校を開設します。

　なお、現在両校に在籍している生徒は、それぞれ中野高校、中野実業高校の卒業となります。

総合学科高校の特色１ 総合学科高校の特色総合学科高校の特色
①専門学科でもなく、普通科でもない、両方の良いところを生かした第３の学科です。
②１年次の教育課程は全員必修ですが、２年次からたくさんの選択科目の中から自分の興味関心や進

路にあわせて学ぶ科目を自由に選択します。そして自分だけの時間割を作ります。
③実践的・体験的な学習活動を通して、実践力を伸ばします。
④科目選択や進路目標のための丁寧なキャリアガイダンス（進路相談）を行います。
⑤進学にも、就職にも柔軟に対応できます。

中野に生まれる総合学科高校はこんな学校を目指します２ 中野に生まれる総合学科高校はこんな学校を目指します中野に生まれる総合学科高校はこんな学校を目指します
１　学校の概要
　課　　程：全日制、（定時制普通科が併設されます）

　学　　科：総合学科（単位制）

　学　　期：前期・後期の２学期制

　学 級 数：７学級（予定）

　開設年度：平成１９年度（２００７年度）

　開設準備室ホームページ　http://www.nagano-c.ed.jp/dai1sogo/

２　教育目標
　豊かな心と広い視野、創造的な姿勢を持ち、主体的に社会貢献できる、心身ともにたくましい人間

をそだてる。

　①自らの生き方を考えるとともに、思いやりの心と社会規範意識を持ち、時代の変化に対応できる

柔軟かつ能動的で個性豊かな人間性を有する生徒

　②自分の興味や適性を認識し、将来の主体的な職業選択の実現に向けて着実に努力していく能力・

学力を持つ生徒　

　③地域の自然や歴史・伝統を理解し、地域の産業や文化の発展に寄与するとともに広く世界に目を

向け、社会の発展に創造的に貢献できる生徒　

の育成を目指した教育を推進する。
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「
中
野
市
行
政
手
続
条
例
」
の
一

部
改
正

　

行
政
手
続
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
引
用
条
項
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
及
び

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
通
勤
の
範
囲
、
福

祉
事
業
の
種
類
、
障
害
の
等
級
に

係
る
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
」
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ののののののののののののののののののののの
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

条　

例

部
改
正
及
び
刑
事
施
設
及
び
受
刑

者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
制

定
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
」
の
一
部
改
正

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た

め
、
退
職
報
償
金
の
支
給
額
を
引

き
上
げ
る
改
正
を
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
中
野
市
老
人
保

健
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分
報
告

《
一
般
会
計
》

　

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算

に
千
五
百
六
万
一
千
円
を
追
加
し

て
、
総
額
を
百
六
十
四
億
四
千
五

百
五
十
一
万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
共
通
〉
●
職
員
人
件
費
七
、
九

二
〇
万
余
円
を
減
額

〈
総
務
費
〉
●
柳
沢
生
活
セ
ン
タ

ー
の
公
会
堂
建
設
補
助
金
五
〇
万

余
円
を
増
額
●
財
政
調
整
基
金
積

立
金
九
、
〇
三
二
万
余
円
を
増
額

〈
民
生
費
〉
●
福
祉
医
療
費
給
付

費
で
、
支
給
対
象
者
増
に
伴
い
四

五
一
万
円
の
増
額
●
老
人
福
祉
費

で
、
中
野
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
運
営
費
補
助
金
を
、
会
員

等
の
増
加
に
伴
い
、
国
の
補
助
額

が
ア
ッ
プ
し
た
た
め
、
二
四
七
万

余
円
の
増
額

〈
衛
生
費
〉
●
保
健
セ
ン
タ
ー
管

理
費
で
、
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
風

除
室
・
看
板
等
の
整
備
に
六
四
五

万
円
を
増
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
市
単
耕
地

整
備
費
及
び
市
単
水
利
費
で
、
県

の
コ
モ
ン
ズ
支
援
金
の
事
業
採
択

に
伴
い
、
農
道
及
び
水
路
補
修
用

原
材
料
費
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇

万
円
、
一
〇
〇
万
円
を
増
額
●
雪

害
に
伴
う
柳
沢
区
滝
ノ
沢
地
籍
内

の
林
内
作
業
所
の
補
修
工
事
費
八

〇
万
余
円
を
増
額

〈
土
木
費
〉
●
道
路
橋
梁
維
持
費

で
、
雪
害
に
伴
う
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

等
の
修
繕
及
び
工
事
に
三
〇
〇
万

円
を
増
額
●
建
築
景
観
費
で
、
県

の
コ
モ
ン
ズ
支
援
金
の
事
業
採
択

に
伴
う
花
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
費
の
財
源
組
替
及
び
簡
易
耐
震

診
断
委
託
料
を
一
五
〇
万
円
の
増
額

〈
教
育
費
〉
●
小
学
校
管
理
費
で
、

三
十
人
規
模
学
級
県
協
力
負
担
金

二
二
九
万
円
を
増
額
し
、
教
室
の

天
井
扇
設
置
工
事
費
か
ら
、
扇
風

機
購
入
の
た
め
の
消
耗
品
費
へ
二

〇
〇
万
円
を
組
替
え
●
文
化
財
保

護
費
で
柳
沢
築
堤
事
業
に
伴
う
柳

沢
遺
跡
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

費
に
一
二
二
万
円
を
増
額

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
職
員

人
件
費
一
五
五
万
余
円
を
増
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
職
員
人
件

費
一
、
九
四
五
万
余
円
を
増
額

〈
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
〉
●

職
員
人
件
費
及
び
嘱
託
員
報
酬
で
、

差
し
引
き
七
四
七
万
余
円
の
減
額

〈
情
報
通
信
施
設
事
業
〉
●
職
員

人
件
費
一
〇
万
余
円
の
増
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
公
共
下
水
道

建
設
費
及
び
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
県
施
行

工
事
で
あ
っ
た
舗
装
本
復
旧
工
事

が
、
負
担
金
制
か
ら
原
因
者
直
営

方
式
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
負

担
金
か
ら
工
事
費
に
組
替
え
る
ほ

か
、
職
員
人
件
費
の
減
額
及
び
財

源
組
替

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
職
員
人

件
費
一
、
一
五
五
万
余
円
の
減
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
職
員
人
件
費
一
、

一
七
一
万
余
円
の
減
額
●
県
施
行

工
事
で
あ
っ
た
舗
装
本
復
旧
工
事

が
、
負
担
金
制
か
ら
原
因
者
直
営

方
式
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
負

担
金
か
ら
工
事
費
に
九
三
六
万
円

の
組
替
え

　

図
書
館
利
用
者
の
利
便
の
向
上

を
図
る
た
め
、
市
立
図
書
館
に
設

置
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
、
北

部
分
館
及
び
西
部
分
館
に
設
置
す

る
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
豊
田

分
館
に
設
置
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

端
末
機
を
購
入
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員

　

現
委
員
の
池
田
定
榮
さ
ん
（
新

保
）、
佐
野
茂
さ
ん
（
金
井
）、
和

田
耕
平
さ
ん
（
岩
井
）、
中
島
さ

わ
子
さ
ん
（
永
江
）
の
任
期
が
九

月
三
十
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
が
、

池
田
さ
ん
と
佐
野
さ
ん
は
引
き
続

き
、
ま
た
、
新
た
に
和
田
さ
ん
の

後
任
に
上
野
善
久
さ
ん（
柳
沢
）を
、

中
島
さ
ん
の
後
任
に
は
森
山
伸
子

さ
ん
（
永
江
）
を
同
委
員
の
候
補

者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
が
適
任

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
任
期
は
三

年
で
す
。

人　

事

財
産
の
取
得

専
決
処
分
の
報
告

補
正
予
算

　６月定例市議会が６月５日から６月20
日まで、16日間の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告１件、条
例案４件、予算案８件、事件案１件のあわ
せて14件の議案が審議され、いずれも原案
どおり承認及び可決されました。また、人
権擁護委員の諮問、意見書等についても審
議されました。ここでは主な内容をお知ら
せします。
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第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
まままままままままままままままままままま
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

第
二
回
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り

踊
り
会
場
周
辺
の
交
通
規
制
と
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
採
用
作
品
決
定

　

第
二
回
「
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
」
は
、
七
月
二
十
二
日　

に
開
催
し
ま
す
。

　

踊
り
終
了
後
に
、
中
野
実
業
高
等
学
校
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
中
野

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
㈱
向
か
い
側
）
を
打
ち
上
げ
場
所
と
し
て
花
火

を
打
ち
上
げ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
踊
り
会
場
お
よ
び
交
通

規
制
区
域
は
、
下
図
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

踊
り
会
場

南
照
寺
前
か
ら
市
役
所
南
交
差
点

ま
で
の
直
線
コ
ー
ス
お
よ
び
相
生

町
、
幸
町

規
制
時
間

午
後
四
時
か
ら
九
時
四
十
分

　

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
の

ポ
ス
タ
ー
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
採

用
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
市
内
の
小
学
校
か
ら

合
計
八
九
一
点
の
応
募
が
あ
り
、

六
月
九
日
、
中
野
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
体
育
館
に
お
い
て
、
入
選

作
品
の
選
考
が
行
わ
れ
、
次
の
皆

さ
ん
の
作
品
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
の
部
採
用

畔
上
か
な
え
さ
ん
（
延
徳
小
四
年
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
部
採
用

丸
山
雄
己
さ
ん
（
平
野
小
四
年
）

佳
作
（
十
一
点
）

宮
下
菜
々
実
さ
ん
（
中
野
小
六
年
）

小
林
ひ
か
る
さ
ん
（
中
野
小
六
年
）

中
山
千
洋
さ
ん
（
日
野
小
四
年
）

笠
原
幸
子
さ
ん
（
延
徳
小
六
年
）

福
島
風
子
さ
ん
（
延
徳
小
三
年
）

田
中
り
ん
さ
ん
（
平
野
小
三
年
）

佐
藤
里
香
さ
ん
（
平
野
小
三
年
）

黒
岩
駿
介
さ
ん
（
高
丘
小
三
年
）

湯
本
実
花
子
さ
ん
（
科
野
小
六
年
）

島
田
幸
成
さ
ん
（
倭
小
五
年
）

山
口
未
来
さ
ん
（
豊
井
小
二
年
）

　

な
お
、
入
選
し
た
十
三
点
の
作

品
を
七
月
二
十
四
日�
ま
で
市
役

所
お
よ
び
豊
田
支
所
で
展
示
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問い合わせ先　中野ションションまつり推進会
事務局<市役所商工観光課内>(�(22)２１１１内線２５９)

▲ポスター採用作品▲パンフレット採用作品

交通規制及び駐車場案内図

駐車場

交
通
規
制

交
通
規
制

ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
採
用
作
品
決
定

ト
の
採
用
作
品
決
定

７月22日 （土） 開催 ！ ！

 （土）

歩行者用道路　午後４時～９時40分

自主規制区域　午後４時～９時40分
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月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

８
月
６
日���������������������������������������������������
投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票
投
票

長
野
県
知
事
選
挙

長
野
県
知
事
選
挙

　

長
野
県
知
事
選
挙
は
、
次
に
よ

り
行
わ
れ
ま
す
。
明
る
く
正
し
い

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
日　

八
月
六
日�

投
票
場
所　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
各
投
票
所

投
票
時
間　

午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

※
次
の
投
票
所
は
時
間
を
繰
り
上

　

げ
て
い
ま
す
。

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

第　

投
票
所　

牧
ノ
入
公
会
堂

28
（
牧
ノ
入
・
中
小
屋
地
区
）

午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

第　

投
票
所　

奥
手
山
公
会
堂

33
（
硲
・
奥
手
山
地
区
）

第　

投
票
所　

穴
田
公
民
館
（
穴

34
田
・
毛
野
川
地
区
）

第　

投
票
所　

豊
田
公
民
館
永
田

35
地
区
館
（
南
永
江
・
北
永
江
・
三

俣
・
赤
坂
・
豊
田
深
沢
地
区
）

第　

投
票
所　

西
組
公
民
館
（
親

36
川
・
涌
井
・
梨
久
保
地
区
）

投
票
で
き
る
人

　

昭
和
六
十
一
年
八
月
七
日
以
前

に
生
ま
れ
、
平
成
十
八
年
四
月
十

九
日
ま
で
に
中
野
市
の
住
民
と
な

っ
た
（
転
入
届
を
し
た
）
方
で
、

引
き
続
き
投
票
日
現
在
、
中
野
市

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
。

　

な
お
、
長
野
県
内
の
他
市
町
村

へ
一
回
だ
け
引
っ
越
し
た
方
は
、

前
住
所
地
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
て
、
最
寄
り
の
市
町
村

長
が
発
行
す
る
証
明
書
（
引
き
続

き
長
野
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨

の
証
明
書
）
を
お
持
ち
に
な
れ
ば
、

前
住
所
地
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

　

開
票　

期
日　

八
月
六
日�
即
日
開
票

時
間　

午
後
九
時
十
分
か
ら

会
場　

中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
郵
便
等
投
票
制
度

　

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
投

票
所
へ
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
を
対
象
と
し
て
、
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
自
宅
等
で
投
票
用
紙
に

記
入
す
る
こ
と
の
で
き
る
）
制
度

で
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
下
の

表
に
該
当
す
る
方
で
す
。

要
介
護
高
齢
者
の
方
・
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器
のののののののののののののののののののの
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
をををををををををををををををををををを
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささささささささささ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
給
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
す

べ
て
の
家
庭
で
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　

新
築
住
宅
は
六
月
か
ら
、
既

存
住
宅
は
平
成
二
十
一
年
六
月

ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
要
介
護
高
齢
者
の

方
お
よ
び
独
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
方
に
、
火
災
警
報
器
を
給
付

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
等
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報

　

な
か
の
六
月
号
に
掲
載
し
て

　

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
健
康
長
寿
課
長
寿
支

援
係
《
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
》

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
３
）

●
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
健
康

長
寿
係
（�
�
３
１
１
１
内
線

１
２
１
）

障 害 の 程 度傷　　　　病　　　　名対 象 者
１級か２級両下肢・体幹・移動機能の障害身体障害者

手帳をお持
ち の 方 で

１級から３級心臓・腎臓・呼吸・ぼうこう・直腸・小腸の障害

１級から３級免疫の障害
特別項症から第２項症両下肢・体幹・移動機能の障害戦 傷 病 手

帳 を お 持
ち の 方 で 特別項症から第３項症心臓・腎臓・呼吸・ぼうこう・直腸・小腸の障害

要　　　介　　　護　　　区　　　分対 象 者

要介護５
介護保険の
被保険者証
交 付 者

郵便等投票制度の対象者

●
代
理
記
載
制
度

「
郵
便
投
票
制
度
」
を
利
用
し
た

く
て
も
、
自
ら
投
票
用
紙
に
記
載

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
を
対
象

と
し
て
、
自
宅
で
「
代
理
記
載
人
」

に
、
投
票
に
関
す
る
記
載
を
し
て

も
ら
う
制
度
で
す
。

代
理
記
載
制
度
の
対
象
者

　

上
の
表
に
該
当
す
る
方
で
、
次

に
掲
げ
る
障
害
を
お
持
ち
の
方
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

　

方
で
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害

　

が
一
級
の
方

・
戦
傷
病
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で

　

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
が
特

　

別
項
症
か
ら
第
二
項
症
の
方

※
代
理
記
載
人
は
、
選
挙
権
の
あ

　

る
方
に
限
ら
れ
て
お
り
、
選
挙

　

管
理
委
員
会
に
届
出
が
必
要
と

　

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
郵
便
投
票
の
手
続
き
を

　

行
う
に
は
証
明
書
等
が
必
要
で

　

す
。
証
明
書
の
発
行
に
あ
た
り
、

　

証
明
書
の
郵
送
等
に
時
間
が
か

　

か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙

　

管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
２
４
）

「
投
票
で 
あ
な
た
の
願
い
を 
県
政
へ
」

次
の
方
は
郵
便
で
も
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
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中野市
受験申し込み　市役所庶務課職員係
問い合わせ先　�22-2111（内線209・213）

　平成19年度採用予定の市職員などの採用試験および市職員採用選考考査を行います。

職員採用試験

受験申込
受付期間

第一次試験受　験　資　格採用予
定人員

試験区分
日時・場所科　　目その他要件年齢・住所要件

７月10日(月)
　　

～

　　
８月11日(金)

平成18年

９月17日(日)

午前８時45分

中野市役所

会議室

･教養
･専門
･論文
･性格診断
･適性検査
･資格調査

社会福祉士の資格を有する者
（平成19年３月31日までに当該
資格を取得する見込みの者を含
む）。かつ、大学卒業程度の学力
を有する者

日本国籍を有する者で、昭和50年４月
２日から昭和60年４月１日までに生
まれた者。かつ、平成18年５月１日現
在、中野市の住民で、将来にわたって
居住する予定の者（勉学などで他へ居
住している者を含む）

１名
程度

社会
福祉士

上　
　

級

受験申込
受付期間

第一次試験受　験　資　格採用予
定人員

考査区分
日時・場所科　　目その他要件年齢・住所要件

７月10日(月)
　　

～

　　
８月11日(金)

平成18年

９月17日(日)

午前８時45分

中野市役所

会議室

･教養
･論文
･性格診断
･適性検査
･資格調査

身体障害者手帳の交付を受け、
かつ、その障害の程度が１級～
６級までの者。かつ、自力によ
り通勤ができ、介護者なしで職
務遂行が可能で、受験案内の活
字と同じ大きさの活字による印
刷文の出題に対応できる者

日本国籍を有する者で、昭和54年
４月２日から平成元年４月１日ま
でに生まれた者。かつ、平成18年
５月１日現在、中野市の住民で、
将来にわたって居住する予定の者
（勉学などで他へ居住している者
を含む）

１名
程度

一般事務
身体障害
者対象

初　
　

級

受験申込
受付期間

第一次試験
受　験　資　格

採用予
定人員

試験区分
日時・場所科　　目

７月10日(月)
　　

～

　　
８月11日(金)

平成18年

９月17日(日)

午前９時

岳南広域消防組合

消防本部講堂

･教養
･適性検査
･対人適応性検査
･作文
･資格調査

日本国籍を有する者で、昭和56年４月２日から平成元年４月１
日までに生まれ、高等学校卒業程度の学力を有する者。かつ、
平成18年６月１日現在、中野市または山ノ内町に居住している
人または家族が同市町内に居住している人で、将来にわたって
居住する予定の者（通学等で市町外に住居している者を含む）。

若干名消防
初　
　

級

岳南広域消防組合 受験申し込み　岳南広域消防組合消防本部
問い合わせ先　�２３-０１１９

　

市
で
は
、
保
育
所
運
営
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

七
月
か
ら
の
保
育
料
月
額
を
据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
の
考
え
方
を
基
本
に
、
市
の
財
政
状
況
や
保
護
者
負
担
の
軽

減
等
を
考
慮
し
て
決
定
し
た
も
の
で
す
。
国
の
定
め
た
保
育
料
基
準
額
と
市

で
定
め
た
保
育
料
を
比
較
す
る
と
、
児
童
一
人
あ
た
り
年
額
で
平
均
七
七
、

七
一
二
円
、
月
額
で
六
、
四
七
六
円
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

長
時
間
保
育
と
一
時
的
保
育
の

利
用
料
に
つ
い
て
は
、
十
月
か
ら

引
き
上
げ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
が
、
保
護
者
の
利
便
性
を
考
慮

し
、
新
た
な
制
度
と
し
て
、
長
時

間
保
育
の
利
用
日
数
が
一
カ
月
に

十
二
日
ま
で
の
利
用
区
分
を
設
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
時
的
保
育

の
延
長
保
育
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

●長時間保育料（月額）
改定後(H18. 10. 1～)現　　行

第３種第２種第１種第３種第２種第１種区分

０円０円０円０円０円０円生活保護世帯

5,000円
（2,500円）

4,000円
（2,000円）

3,000円
（ 1, 500 円）

4,800円4,000円2,900円
前年分所得税
非課税世帯

6,500円
（3,250円）

5,500円
（2,750円）

4,000円
（2,000円）

6,400円5,450円4,000円
前年分所得税
課税世帯
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市
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

負
担
軽
減
と
利
便
向
上
に
努
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

長
時
間
保
育
と
一
時
的
保
育
に

伴
う
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
保
育
園
ま
た
は
市
役
所
保
育

課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
保
育
課
保
育
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
９
３
）

●一時的保育利用料（１回）

改定後(H18. 10. 1～)現　　行

延長料
４時間
以内

８時間
以内

４時間
以内

８時間
以内区分

400円
1,100
円

2,200
円

750円
1,500
円

３歳未満児

200円600円
1,200
円

450円900円３歳以上児

�

�
�
�

�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�

※延長時間は午後４時３０分から６時まで。
※給食費は実費（１回100円）をいただきます。

※（　）内は１ヵ月12日までの利用の場合の料金
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七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののの
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
をををををををををををををををををををを
据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据
ええええええええええええええええええええ
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
きききききききききききききききききききき
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

七
月
か
ら
の
保
育
料
を
据
え
置
き
ま
す

長
時
間
保
育
・
一
時
的
保
育
の
利
用
料
は
十
月
か
ら
引
き
上
げ
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Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

 
器
） は
、
医
療
資
格
を
持
た
な
い

一
般
の
皆
さ
ん
で
も
除
細
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
機
器
で
す
。

　

救
命
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
市

内
の
公
共
施
設
に
順
次
配
置
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
、
ぽ
ん
ぽ
こ

の
湯
お
よ
び
市
内
の
四
中
学
校

 （
南
宮
中
・
中
野
平
中
・
高
社
中
・

豊
田
中
）
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

救
命
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
応
急
手
当
、

救
急
隊
に
よ
る
応
急
処
置
お
よ
び

救
急
搬
送
、
医
療
機
関
で
の
救
命

処
置
と
い
っ
た
「
救
命
の
連
鎖
」

が
大
切
で
す
。
心
臓
が
止
ま
る
よ

う
な
不
整
脈
が
生
じ
た
場
合
、
心

臓
に
電
流
を
流
し
、
正
常
な
動
き

を
取
り
戻
す
た
め
の
「
除
細
動
」

が
有
効
で
、
早
く
行
う
ほ
ど
救
命

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
救
命

率
向
上
の
た
め
に
も
、
消
防
署
が

主
催
す
る
普
通
救
命
講
習
会
な
ど

で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
ぜ
ひ
習

得
し
て
く
だ
さ
い
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
置
場
所

　

ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯

　

市
内
四
中
学
校

市
役
所
（
総
合
案
内
）

中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
（
事
務
室
）

豊
田
支
所
（
市
民
環
境
課
窓
口
）

中
野
市
民
体
育
館
（
事
務
室
）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
事
務
室
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
健
康
長

寿
課
健
康
管
理
係
（�
�
２
１
１

１
内
線
２
４
２
）、豊
田
支
所
健
康

福
祉
課
健
康
長
寿
係
（�
�
３
１

１
１
内
線
１
２
１
）、中
野
消
防
署

警
防
係
（�
�
０
１
１
９
）

　

市
内
の
特
産
物
等
を
よ
り
多
く

の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

農
産
物
や
食
品
を
集
め
た
『
２
０

０
６
夏
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
』
を

発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
夏
の
ギ
フ

ト
カ
タ
ロ
グ
は
、
こ
の
広
報
な
か

の
と
と
も
に
お
届
け
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
は
十
八
社
の
四
十
二
品

目
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
方
や
親
し
い

方
な
ど
へ
の
贈
り
物
に
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ギ
フ
ト
の
取
り
扱
い
は
：

中
野
市
振
興
公
社
（�
�
２
１
１

１
内
線
２
９
９
）
ま
で
。

売れる農業推進室からの
　　　　　　　　お知らせ

　

七
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問
題

に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」、

「
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排

除
県
民
運
動
強
化
月
間
」、「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」

で
す
。

　

こ
の
月
間
を
機
会
に
、「
青
少
年

は
地
域
社
会
か
ら
は
ぐ
く
む
」
と

い
う
観
点
に
立
っ
て
、
青
少
年
を

取
り
巻
く
有
害
な
社
会
環
境
の
浄

化
を
地
域
ぐ
る
み
で
進
め
、
青
少

年
の
非
行
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

 
信
州
中
野
産

���������������������������������������������������
夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
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夏
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ���������������������������������������������������

 

発
行
し
ま
し
た

▲今回発行した
　　　夏のギフトカタログ

　

近
年
、
青
少
年
の
喫
煙
や
深
夜

徘
徊
な
ど
、
青
少
年
の
規
範
意
識

の
低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
人
が
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て

い
ま
せ
ん
か
？　

青
少
年
一
人
ひ

と
り
に
対
し
て
大
人
が
声
を
か
け

て
、
良
い
こ
と
は
褒
め
、
悪
い
こ

と
は
注
意
す
る
と
い
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

未
来
の
「
な
か
の
」
を
担
う
青

少
年
に
、
周
り
の
大
人
が
暖
か
な

眼
差
し
を
向
け
、
地
域
ぐ
る
み
で

『
愛
の
声
か
け
運
動
』
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

　

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

は
、
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の
あ

る
情
報
や
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
、
青
少
年
の
不
良
行
為
を

誘
発
、
助
長
し
や
す
く
、
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
妨
げ
る
よ
う
な

有
害
な
環
境
と
し
て
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
有
害
な
社
会
環
境
に

つ
い
て
は
、
青
少
年
自
身
の
意
志

と
判
断
に
よ
る
対
応
が
基
本
で
す

が
、
同
時
に
、
こ
れ
を
支
え
る
家

庭
や
学
校
に
お
け
る
指
導
、
そ
し

て
、
地
域
の
人
々
に
よ
る
有
害
環

境
浄
化
の
自
発
的
な
活
動
が
不
可

欠
で
す
。

　

有
害
な
社
会
環
境
の
排
除
に
積

極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

▲７月３日に啓発運動が行われました

ＡＥＤの配置場所が増えましたＡＥＤの配置場所が増えました

青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年のののののののののののののののの非非非非非非非非非非非非非非非非行行行行行行行行行行行行行行行行問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題にににににににににににににににに取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組むむむむむむむむむむむむむむむむ全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国強強強強強強強強強強強強強強強強調調調調調調調調調調調調調調調調月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間青少年の非行問題に取り組む全国強調月間
青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年にににににににににににににににに有有有有有有有有有有有有有有有有害害害害害害害害害害害害害害害害なななななななななななななななな社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境排排排排排排排排排排排排排排排排除除除除除除除除除除除除除除除除県県県県県県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民民民民民運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動強強強強強強強強強強強強強強強強化化化化化化化化化化化化化化化化月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間青少年に有害な社会環境排除県民運動強化月間

社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををを明明明明明明明明明明明明明明明明るるるるるるるるるるるるるるるるくくくくくくくくくくくくくくくくすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるる運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動強強強強強強強強強強強強強強強強調調調調調調調調調調調調調調調調月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間社会を明るくする運動強調月間

青
少
年
へ
の

「
愛
の
声
か
け
運
動
」
を

青
少
年
に
有
害
な

社
会
環
境
排
除
県
民
運
動

�

N E W
�
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●
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
？
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「立ケ花橋」に出水時の危険度が
一目でわかる水位標を設置

　国土交通省千曲川河川事務所では、千曲川が
洪水となった場合に、市民の皆さんや水防団の
皆さんが、現在の水位が危険なのかどうか、危
険度を自主的に判断できるように、色分けした
水位標を設置しました。

赤色が危険：家屋に
浸水被害が発生する
恐れのある水位

黄色が警戒：水害に
備えて水防団が出動
し警戒にあたる水位

青色が指定：水防活
動の準備を行うため
の水位

千曲川

H16.10.21H16.10.21
水位(10.31m)水位(10.31m)

問い合わせ先　国土交通省千曲川河川事務所
中野出張所（�(２２)２７２９）
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「
き
の
こ
の
お
や
き
」 を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

北
信
濃
を
代
表
す
る
伝
統
的

郷
土
食
「
お
や
き
」
は
、
昔
か

ら
米
の
代
用
食
と
し
て
食
べ
ら

れ
、
季
節
の
野
菜
や
山
菜
を
炒

め
、
味
噌
や
醤
油
で
味
付
け
し
、

練
っ
た
小
麦
粉
の
皮
で
包
み
蒸

し
た
り
焼
い
た
り
し
た
も
の
で
す
。

　

今
月
は
、
き
の
こ
を
使
っ
た

お
や
き
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　おやきの生地　　＜材料１０個分＞
中力粉／250ｇ、ベーキングパウダー／大さ
じ1弱、砂糖／大さじ1、塩／ひとつまみ、サ
ラダ油／大さじ1、スキムミルク／大さじ2、
水／カップ3／4位
　きのこのあん
ぶなしめじ／200ｇ（ほかのきのこでも代用
可）、ねぎ／50ｇ、青しその葉／10枚、みそ
／４０ｇ、砂糖／６ｇ、唐辛子／少々、油／少々

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
をををををををををををををををををををを
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

人
権
擁
護
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

深
澤
舜
英
さ
ん
（
上
今

井
・
再
任
）
が
、
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
七
月
一
日
か
ら
三
年

間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
他
に
、
須
原

政
子
さ
ん
（
東
松
川
）、
土
屋
ひ
ろ

子
さ
ん
（
一
本
木
）、
町
田
進
治
さ

ん
（
中
町
）、
池
田
定
榮
さ
ん
（
新

保
）、
畔
上
勢
津
子
さ
ん
（
片
塩
）、

佐
野
茂
さ
ん
（
金
井
）、
和
田
耕
平

さ
ん
（
岩
井
東
）、
中
島
さ
わ
子
さ

ん
（
永
江
）
が
委
嘱
さ
れ
、
地
域

で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
主
な
活
動

　

地
域
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
常
に
注
意
を
払
い
、
も

し
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
相
談
を
受
け
る
と
と
も
に
、

被
害
救
済
の
た
め
速
や
か
に
適
切

な
処
置
を
と
り
ま
す
。

　

ま
た
、
街
頭
啓
発
な
ど
を
通
じ

て
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活

動
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
人
権
政
策
課
調
整
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
６
）

～生ごみの減らし方～

ごみの減量・分別のワンポイント④

　生ごみの約８割は水分で、特に夏
場は量も多く重さや臭いに困ります。
水切りや堆肥化などを行い、生ごみ
を減らしましょう。
●水切りのポイント
①乾いた生ごみは濡らさない
　調理くずは小さなボウルやかごの中に入れ、濡らさない。
②濡れた生ごみは最後にひとしぼり
・手でしぼる、ビンの底を使い押してしぼる、新聞紙に生ごみ
　を包んでしぼるなど、捨てる前にもうひとしぼり。
・コンポストに入れる場合も水切りが大切です。
※コンポストや堆肥化機器の購入費用を助成する制度がありま
す。また、コンポストの使い方のアドバイスも受けられますの
で、環境課または支所市民環境課へお申し込みください。

①
水
、
サ
ラ
ダ
油
以
外
の
材
料
を
合
わ
せ
ふ
る

い
に
か
け
、
空
気
を
い
れ
る
た
め
、　

回
位

30

か
き
ま
わ
す
。

②�
に
サ
ラ
ダ
油
を
加
え
、　

回
位
さ
ら
に
か

20

き
ま
わ
す
。
そ
こ
に
水
を
加
え
、
耳
た
ぶ
位

の
柔
ら
か
さ
に
こ
ね
、
ラ
ッ
プ
を
か
け
て　
30

分
ね
か
す
。

①
ぶ
な
し
め
じ
を
、 軽
く
油
で
い
た
め
、 み
そ
・

砂
糖
・
唐
辛
子
で
味
を
つ
け
る
。

②
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
、
青
し
そ
は
細
く
刻
み
、

�
へ
一
緒
に
入
れ
る
。

①
生
地
は
柔
ら
か
く
、
く
っ
つ
き
や
す
い
の
で

手
に
油
を
ぬ
る
。
生
地
を　

等
分
に
す
る
。

10

②
１
つ
を
直
径
5
セ
ン
チ
位
に
薄
く
伸
ば
し
、

そ
の
上
に
あ
ん
を
乗
せ
る
。

③
生
地
を
下
か
ら
伸
ば
し
て
、
あ
ん
を
囲
む
よ

う
に
包
む
。

④
蒸
し
器
で　

分
位
蒸
せ
ば
で
き
あ
が
り
。

15

提
供
：
中
野
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

①生地づくり②あんづくり③あんを包む

７、８月は「生ごみ減量月間」 ！ ！

７月は
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市
で
は
、
人
命
尊
重
の
理
念
に

立
ち
、
交
通
安
全
の
究
極
の
目
標

で
あ
る
「
交
通
事
故
の
な
い
安
全

で
安
心
な
社
会
」
を
つ
く
る
た
め
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
二
年
度

ま
で
の
五
年
間
の
交
通
安
全
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
市
は
、
交
通
事
故

件
数
・
死
者
数
・
負
傷
者
数
の
減

少
を
目
指
し
、
交
通
安
全
対
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
結
果

　

広
報
な
か
の
お
よ
び
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
意
見
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
ご
意
見
等
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

計
画
の
公
表
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全

係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
３
８
）

●
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環

境
係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
３

１
）

夏の交通安全やまびこ運動
7月25日(火)～31日(月)

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、「
計
量
法
」
に
よ
り
、
そ
の
有
効
期
限
が
八
年

間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

上
下
水
道
課
で
は
、
有
効
期
限
が
満
了
す
る
前
に
、
新
し
い
水
道

メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
行
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
交
換
は
市
が
委
託
し

た
水
道
工
事
業
者
が
七
月
か
ら
十
月
中
旬
の
間
に
、
対
象
の
お
宅

へ
お
伺
い
し
交
換
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
メ
ー
タ
ー
交
換
対
象
の
方
に
は
、
事
前
に
ハ
ガ
キ
で
お
知

　

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

②
こ
の
メ
ー
タ
ー
交
換
の
工
事
費
用
は
、
上
下
水
道
課
が
負

　

担
し
ま
す
。
お
客
さ
ま
へ
の
費
用
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
、
立
会
い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

（
不
在
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

　
　

ま
た
、 

交
換
の
際
は
一
時
断
水
と
な
り
ま
す
の
で
、
断

　

水
で
問
題
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
日
時
等
を

　

水
道
工
事
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

④
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
給
水
管
に
鉛
管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合

は 
、
メ
ー
タ
ー
交
換
と
併
せ
て
布
設
替
工
事
を
行
い
ま
す
。 給

水
管
は
お
客
様
の
財
産
で
あ
り
ま
す
の
で
、 工
事
に
先
立
ち
承

諾
書
（
記
名
、
押
印
）
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
 
水
道
工
事
業
者
が
訪
問
し
た
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 　

ま
た 
、 鉛
管
の
取
り
替
え
に
対
す
る
お
客
様
へ
の
費
用

の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
に

お
客
様
が
依
頼
さ
れ
た
工
事
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
負
担

と
な
り
ま
す
。

⑤
日
頃
か
ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
や
車
な
ど
を
置

　

か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
交
換
工
事
後
に
、
メ
ー
タ
ー
付
近
か
ら
の
漏
水
等
を
発
見

　

し
た
場
合
は
、
上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
上
下
水
道
課
上
水
道
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
８
２
）、
ま
た
は
営
業
係
（
内
線
２
８
４
）、

豊
田
支
所
上
下
水
道
係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
６
２
）

　

ご
家
庭
で
ご
使
用
に
な
ら
れ
た
上
下
水

道
は
、
二
カ
月
ご
と
に
検
針
し
て
、
料
金

を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　

お
支
払
い
方
法
は
口
座
振
替
と
納
入
通
知

書
に
よ
る
窓
口
納
入
の
二
種
類
あ
り
ま
す
。

ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
お
支
払

い
い
た
だ
け
る
た
め
、
金
融
機
関
等
へ
支
払

い
に
行
く
手
間
が
か
か
ら
ず
、 大
変
便
利
で
す
。

■
新
規
（
変
更
）
の
お
申
し
込
み
は

預
金
通
帳
と
お
届
け
の
印
鑑
を
持
っ
て
預

金
口
座
の
あ
る
取
扱
金
融
機
関
、
市
役
所

上
下
水
道
課
営
業
係
、
豊
田
支
所
上
下
水

道
係
の
窓
口
で
指
定
の
口
座
振
替
申
込
書

に
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
口
座
振
替
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

■
上
下
水
道
料
金
の
支
払
い
は
納
期
限
ま
で
に

・
口
座
振
替
の
場
合
、
メ
ー
タ
ー
検
針
を

　

し
た
月
末
に
指
定
の
口
座
か
ら
振
り
替

　

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・ 
納
入
通
知
書
の
場
合
、 検
針
し
た
月
の
中

　

旬
に
納
入
通
知
書
を
お
客
様
に
送
付
し
ま

す
の
で
、 金
融
機
関
、 市
役
所
上
下
水
道
課

営
業
係
、 豊
田
支
所
上
下
水
道
係
の
窓
口

で
納
期
限
ま
で
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

運動の重点
　①　高齢者の交通事故の防止
　②　シートベルト・チャイルド
　　　シート着用の徹底
　③　飲酒・夜間の交通事故防止

●
お
知
ら
せ
と
お
願
い

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

水
道
メ
ー
タ
ー 
の 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換

一
斉
交
換 
を
行
い
ま
す

上下水道料金のお支払いは便利な口座振替をご利用ください

■
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
を
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水道メーター水道メーター
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「交通死亡事故多発非常事態宣言」発令
　５月上旬から６月中旬にかけ、交通死亡事故が発生し、３人
もの尊い命が失われております。また、昨年１年間の死者３人
と同数になり、異常な事態であります。市では、市内からこれ
以上交通事故の犠牲者を出さないために、７月３日、「交通死
亡事故多発非常事態宣言」を発令しました。
　市民一人ひとりが交通安全の主役であることを改めて強く
認識していただき、市民総ぐるみで家庭、職場、地域等で全力
を挙げて交通事故防止に努めましょう。(期間は12月31日まで)
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お
支
払
い
忘
れ
に
は
十
分
ご
注
意
を
！

「
中
野
市
交
通
安
全
計
画
」
を

 
策
定
し
ま
し
た
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市
で
は
、
市
内
を
運
行
す
る
路

線
バ
ス
の
利
用
の
促
進
を
図
り
、

路
線
バ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
路

線
バ
ス
回
数
券
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
回
数
券
一
冊
の

購
入
に
つ
き
、
定
価
の
二
割
相
当

額
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

『
地
域
の
足
』
で
も
あ
る
バ
ス

を
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

対
象
路
線

市
内
を
運
行
す
る
八
路
線
を
利
用

す
る
た
め
の
回
数
券

手
続
き

　

助
成
を
希
望
す
る
方
は
、
路
線

バ
ス
回
数
券
購
入
費
助
成
申
請
書

を
市
役
所
企
画
情
報
課
ま
た
は
豊

田
支
所
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
審
査
の
上
、
路
線
バ
ス
回

数
券
購
入
費
助
成
証
明
書
を
交
付

い
た
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

バ
ス
回
数
券
の
購
入
手
続
き

　

回
数
券
購
入
費
助
成
証
明
書
を

持
参
し
、 市
内
販
売
所
（
中
野
駅
・

北
信
病
院
売
店
・
山
田
菓
子
店
・

Ｊ
Ｒ
飯
山
線
替
佐
駅
）
で
購
入
く

だ
さ
い
。
定
価
の
八
割
相
当
額
で

購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
１
６
）

路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路
線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線
ババババババババババババババババババババババババババババババババ
スススススススススススススススススススススススススススススススス
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数
券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券
購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
をををををををををををををををををををををををををををををををを

路
線
バ
ス
回
数
券
購
入
費
を

助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
しししししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

助
成
し
ま
す

　

去
る
六
月
八
日
、
不
燃
物
処
理

セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
空
缶
等

の
金
属
類
の
中
か
ら
可
燃
性
ガ
ス

が
発
生
し
、
破
砕
機
の
中
で
爆
発

す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

幸
い
ケ
ガ
人
も
な
く
機
械
の
破

損
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
原

因
と
し
て
は
、
可
燃
性
ガ
ス
ボ
ン

ベ
（
ま
た
は
カ
セ
ッ
ト
）
の
ガ
ス

抜
き
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
混

入
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
場
を
迎
え
、
キ
ャ

ン
プ
な
ど
で
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
等

を
使
用
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま

す
。
コ
ン
ロ
の
火
が
つ
か
な
い
場

合
で
も
、
缶
の
中
に
は
わ
ず
か
な

ガ
ス
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
に
つ
い
て

も
可
燃
性
の
ガ
ス
を
使
用
し
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
カ
セ

ッ
ト
コ
ン
ロ
等
の
缶
と
同
様
、
事

故
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

可
燃
性
ガ
ス
の
入
っ
て
い
た
缶

を
出
す
と
き
は
、
使
用
後
に
釘
な

ど
で
必
ず
穴
を
開
け
て
、
中
の
ガ

ス
を
し
っ
か
り
抜
い
て
か
ら
出
す

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

▲釘などで簡単に開けられます▲釘などで簡単に開けられます

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
ゴ
ミ
に
出
す
時
は

            
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
！

ガガガガガガガガガガガガガガ
スススススススススススススス
抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜
きききききききききききききき

ガ
ス
抜
き

　

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
（
死
亡
当

時
）
で
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日

現
在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

戦
没
者
一
人
に
対
し
、
ご
遺
族
の

う
ち
ど
な
た
か
お
一
人
に
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
内
容　

額
面
四
十
万
円
、

十
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

平
成
二
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
請
求
で
き
ま
す

特
別
弔
慰
金
請
求
の
優
先
順
位

①
平
成
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
（
例
：
配
偶
者
、
子
）

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が
あ
っ

た
次
の
方
。�
父
母�
孫�
祖

父
母�
兄
弟
姉
妹
（
平
成
十
七

年
四
月
一
日
現
在
、
婚
姻
に
よ

り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
方
ま
た

は
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組

を
し
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。）

④
上
記
③
以
外
の�
〜�
の
方

⑤
上
記
以
外
の
三
親
等
内
親
族

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
一

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
。）

　

請
求
す
る
方
に
よ
っ
て
、
請

求
書
に
添
付
す
る
書
類
が
異
な

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
９
５
）

豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

Ｑ
特
別
弔
慰
金
を
受
け
て
い
た
者

が
亡
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

家
族
が
請
求
で
き
る
の
で
す
か
？

Ａ
請
求
は
、
右
の
特
別
弔
慰
金
の

優
先
順
位
、
①
か
ら
⑤
の
順
番

の
と
お
り
で
す
。
必
ず
し
も
、

そ
の
家
族
の
方
が
請
求
で
き
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
平

成
十
七
年
四
月
一
日
現
在
、
ご

健
在
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相

続
人
が
請
求
で
き
ま
す
。）

Ｑ
請
求
者
が
遠
く
に
住
ん
で
い

る
の
で
、
近
く
に
住
ん
で
い
る
人

が
請
求
し
て
も
い
い
で
す
か
？

Ａ
優
先
順
位
を
変
更
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、
生
死

不
明
等
の
特
別
な
場
合
は
で
き

ま
す
。）

Ｑ
請
求
の
手
続
き
は
ど
こ
へ
す

る
の
？

Ａ
請
求
す
る
人
の
住
所
地
の
市
町

村
役
場
で
す
。

●
特
別
弔
慰
金
の
よ
く
あ
る
質
問

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
も 
う 
お
済 
み 
で 
す 
か
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期　日　７月20日、８月31日、９月21日
時　間　午前10時～午後１時
場　所　中野保健センター
対象者　概ね60歳以上の方
定　員　20名程度
※１回につき400円の自己負担があります。

　料理を楽しみたい人はもちろん、初め
て料理をする人でも楽しく調理を覚えて
いきましょう。

１１
男性クッキング教室男性クッキング教室

全３回全３回全３回

申込方法：電話にてお申し込みください。
　　　　　申し込み順に、定員になるまで受付いたします。
　　　　　※申し込みは７月12日(水)から受付を開始します。
申 込 先：市役所健康長寿課長寿支援係
　　　　　電話22－2111 （内線243）

みんなで、楽しみながらみんなで、楽しみながら
健康な体をつくりましょう！ 健康な体をつく りまし ょ う ！
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期　日　10月19日、11月16日、12月14日
時　間　午前10時～午後１時
場　所　中野保健センター
対象者　概ね60歳以上の方
定　員　20名程度
※１回につき400円の自己負担があります。

　おいしく！楽しく！食事作りをしてみ
ましょう。
　簡単でアイデアあふれるメニューを
一緒に考えていきましょう。

２２

簡単クッキング教室簡単クッキング教室
全３回全３回全３回
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期　日　平成19年１月25日、 ２月８日、 
　　　　３月１日
時　間　午前10時～午後１時
場　所　中野保健センター
対象者　概ね60歳以上の方
定　員　20名程度
※１回につき400円の自己負担があります。

　栄養バランスを考えた料理で、健康な
体を目指しましょう。
　食べ物と健康について一緒に考えてい
きましょう。

３３
健康クッキング教室健康クッキング教室

全３回全３回全３回

� �������������������

19　 平成１8年７月　広報なかの

�

�

�

�

��������������������

��������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

期　日　10月４日、13日、20日、
　　　　11月２日
時　間　午前10時～午後１時
場　所　市内各所
対象者　概ね60歳以上の方
定　員　20名程度
持ち物　ハイキングができる服装
　　　（運動靴、 タオル、 帽子）、弁当、水筒

♪♪散策しながら 『ハイキング』を楽しみ、
青空の下でお弁当を食べましょう。♪♪

レッツゴーレッツゴー
ハイキングハイキング

�

�

�

�

������������������������������������������

������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

期　日　７月27日、８月24日、９月29日
　　　　10月26日、11月24日、12月21日
時　間　午前10時～12時
場　所　さんさん館ほか
講　師　田辺雅夫先生
対象者　概ね60歳以上の方
定　員　25名
※第１回の講座時に指定の
　鉢植えを作ります。
　（材料費1,000円の自己負担があります）
※12月の寄せ植え材料代一鉢3,000円の自
己負担があります。

　今回の講座では、先生が指定した花の
鉢植えを育てます。
　毎回、自分の鉢植えを持ち寄って、品
評会を行い、指導を受けます。
　また、ガーデニングコンテスト会場や
先生がプランニングした、花壇等の見学
会を行う予定です。
  12月にはみんなで寄植えを行います！

みんなすてきにみんなすてきに
ガーデニングガーデニング
全６回全６回全６回

全４回全４回全４回

５５

▲ガーデニング講座で作成した鉢植え

▲ガーデニング講座の様子

４４



　市内小・中学校では、夏休み等の学校を利用して、市民向けの公開講座を計画しております。

　児童生徒の皆さんはもちろんのこと、地域の皆さんに先生方が、得意

分野の内容で教室を開きます。

　各学校の開催講座は、表のとおりですので、市民の皆さんのご参加を

お待ちしております。（学校区を問わず、どの学校へも参加できます。）

※豊井小学校・豊田中学校は、既に公開講座を終了しました。

申込み先及び締切日など持ち物等開講日時定数講　　師学校・講座名

申し込み方法　学校へ

　電　話　22-2067
　ＦＡＸ　22-7235
　　　　　(担当　福原)

締切り　７月24日 （月）

７月30日(日)
９:30～11:30

40名
久保　貴志
中島　　洋
佐藤　功貴

パソコンでかんたん暑中見舞い
～名刺、カレンダーをつくろう～

中　
　

野　
　

小

コカリナ15名八代　京子コカリナを楽しもう

使わない印鑑、 手ぬぐい、
エプロン 材料費500円

30名富井　繁一やきもの作り

タオル、運動靴30名
神田　和幸
小野光太郎

リラックスストレッチ
～簡単なストレッチ運動～

けん玉(学校でも用
意します)

20名
林　　崇広
諸戸恵美子

けん玉名人になろう
～けん玉の技に挑戦しよう～

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-2595
　ＦＡＸ　22-8345
　　　　　(担当　教頭)
締切り　７月21日(金)

包丁、エプロン、
塩辛を入れる入れ物
材料費500円

７月30日(日)
９:30～     

20名出川　茂夫
出川プロの料理教室
～いかの塩辛作り、いかの印籠煮～日　

　

野　
　

小

運動のできる支度、
タオル、上はき、
水泳用具

30名山屋　秀夫
山ちゃんのニュースポーツ
～フリーゲッター （水泳） など～

20名須藤　克昌
克昌博士の実験教室
～楽しい実験をみたり、 やったりします～

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-2713
　　　　　(担当　教頭)
締切り　７月25日 （火）

８月４日 （金）
10:00～12:00

なし竹ノ内ひとみ
コーラス
～簡単な二部合唱～延 

徳 
小 材料費200円

８月４日 （金）
10:00～12:00

15名小田切和彦
木工作
～手作り写真立の製作～

申し込み方法　学校へ
電　話　22-2097
ＦＡＸ　22-7597
　　　　　(担当　教頭)

締切り　７月24日(金)
　　合唱は８月23日ま
で

8/23､9/13、27、
10/4の４日間
19:00～20:00
10/6当日

70名
藤森　京子
神田　仁子
勝山恵美子

合唱
～校内音楽会(10/６)での発表～

平　
　

野　
　

小

散策できる服装、
靴、水筒、雨具等

７月31日(月)
９:00～     
※雨天中止

10名島田みどり
平野の歴史を歩こう
～大草稲荷、 山田荘左衛門家など～

７月29日(土)
13:00～     

15名
(20歳以上)

清水　　聡
パソコン
～インターネットの利用～

汚れてもいい服装
タオル

７月29日(土)
　13:00～      

10名城本　重慶
簡単なお皿作り
～たたら板を利用して～

申し込み方法　　学校へ
　電　話　22-3716
　ＦＡＸ　22-8346
　　　　　(担当　教頭)
締切り　７月21日(金)

書道用具一式
８月30(月)～
18:00～     

10名小林　一夫
初歩の書道講座(第１回)
～半紙の作品から書初め作品まで～高　

　

丘　
　

小

８月３日(木)
９:00～     

20名小林　清子
合唱を楽しもう
～簡単な２部合唱～

８月３日(木)
９:00～     

10名佐々木直人
初歩のパソコン
～簡単なチラシや暑中見舞い作り～
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公開講座開設のお知らせ

小中学校の
先生が

講師

申込み先及び締切日など持ち物等開催日時定員講　　師学校・講座名

申し込み方法　学校へ
電　話　22-3642
ＦＡＸ　22-8347
　　　　　(担当　教頭)
締切り　７月21日(金)

７月26日(水)
10:00～11:00

50名寺島　妙子
読み聞かせ
～素語り、読み聞かせ、手遊び～

長　
　

丘　
　

小

７月28日(金)
10:30～12:00

親子
20組

徳武　元子
古館　栄子
黒岩やす子

ソフト粘土細工

運動のできる服装、
靴、 タオル、 飲み物

７月31日(月)
15:00～16:00

20名
丸山美加子
渡邊　佳子

スポーツレクリエーション
～ソフトバレー、卓球など～

８月３日(木)
18:30～20:30

20名
鎌野　正信
浅沼　英明

パソコン
～初心者のためのパソコン教室～

申し込み方法　学校へ
電話 22-2629(担当 西牧)
締切り　７月18日(火)

受講料 1,000円
８月７日(月)
15;00～17:00

10名西牧美土里
お筝
～お筝の弾き方～

平
岡
小

申し込み方法　学校へ

　電　話　22-3754
　　　　　(担当　教頭)

締切り　７月24日(月)

受講料500円程度
７月30日（日）
９:00～11:00

10名藤沢　豊治
パソコン
～はじめの一歩～

科　
　
　

野　
　
　

小

受講料500円程度
エプロン

８月１日（火）
10:30～13:00

20名
増田　和美
井上　郁子

みんなで楽しく簡単料理
～おやつと軽食作り～

材料費800円程度
８月１日(火)
９:30～11:30

３名山田　泰生
木工　組み木
～組み木おもちゃを作ろう～

７月27日(木)
16:00～17:30

なし畔上不二男
体験談
～日本一周季節労働の旅～

卓球用具一式
８月２日、３日
15:00～17:00

10名帯刀　　昇卓球教室

申し込み方法　学校へ
　電　話　26-8003
　ＦＡＸ　26-8004
締切り　７月20日(木)

はさみ、ボールペン
ホッチキス７月30日(日)

10:30～    

親子
20名

大塚　伸司
手作りおもちゃを作って楽しもう
～ブーメランなどを作ろう～倭　

小 親子
20名

池田　朝美
手作りの名刺作りに挑戦しよう
～パソコンで自分だけの名刺～

申し込み方法　学校へ
　電話　38-2503
締切り　10月６日(金)

星座板、双眼鏡ほ
か

10月20日(金)
19:00～20:00

20名永田小職員
星座観察会
～夏の星座、惑星を観る～

永
田
小

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-2365
　(村松、池田、手塚)
締切り　７月14日(金)

材料費1,000円
電気工具(ある方)

７月28日(金)
９:00～

なし松村　　勉
プチロボの製作
～簡単なロボット製作～

南　

宮　

中

材料費500円
７月29日(土)
９:00～    

15名池田憲一郎
組み木作り
～ひな人形・動物組み木を作る～

材料費500円
７月25日(火)
９:00～    

30名手塚　慶子かわいいラッピング

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-4021
　　　　(土田、牛山)
締切り　７月21日(土)

材料費500円
工具(ある方)

７月29日(土)
13:00～15:30

20組土田　恭博
親子ロボット教室
～簡単なロボットを製作～中

野
平
中 帽子、 水分、 タオル

運動のできる服装
８月１日(火)
8:00～11:00

40名牛山　通高
ランニングクリニック
～長距離走、運動会に向けての講習～

申し込み方法　学校へ
　電　話　22-2755
　　　　　(担当　教頭)
　
締切り　７月24日(月)

体育館シューズ
７月29日(土)
９:00～12:00

20名山田　真治
ビーチボール
～ビーチボールを楽しもう～高　

　

社　
　

中

写真、ﾃﾞｼﾞｶﾒﾃﾞｰﾀ
８月９日(水)
10:00～12:00

15名高沢　宏之
パソコン
～プレゼンテーションソフトの活用～

タオル
汚れてもいい服装

7/26、8/1
9:00～12:00

６名石田　勝雄
焼きもの教室
～自分の器を作ろう～
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第２回斑尾ふるさと祭り

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写 真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館写 真 館
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととごと

　斑尾高原豊田スキー場で６月４日、ふるさと祭りを
開催しました。当日は、市内外から約3,000人が訪れ、
ゲレンデの頂上まで登る自然散策や山菜採りウォーキ
ング、また、あかしやの花やコシアブラなど山菜の天
ぷらの無料頒布も行いました。このほか「草そり」や
 「さかなのつかみ取り」は、子どもたちに大人気でした。
　訪れた皆さんは、新緑の茂る大地で澄んだ空気を吸
い、自然に親しみました。

中野市消防団ポンプ操法 ・ ラッパ吹奏大会

今月の表紙

　７月２日、中野市消防団ポンプ操法・ラッパ吹奏
大会が、北信合同庁舎駐車場を会場に開催されました。
　この大会は日ごろの訓練成果を発表するとともに、
技術の向上発展などを目的に行われているものです。
　当日のポンプ操法大会では、ポンプ車の部と小型
ポンプの部に分かれ、それぞれ規律ある行動と正確
な動作で、操法を競い合いました。また、ラッパ吹
奏大会では、各分団ごとに課題曲と自由曲を審査員
前で披露し、規律と息のあった吹奏を競いました。

鳥の大学 ・ チョウゲンボウ探鳥会
　６月４日、平成18年度鳥の大学・チョウゲンボウ探
鳥会を国指定の天然記念物「十三崖のチョウゲンボウ
繁殖地」において開催しました。
　当日は市内外から約70名の方が参加し、講師の信濃
野鳥写真クラブ代表の山上孝夫さんと日本野鳥の会会
員の北澤善政さんなどから、夜間瀬川南側河川敷を歩
きながら、いろいろな鳥の解説をお聞きしました。ま
た、巣穴で営巣しているチョウゲンボウのヒナの様子
を望遠鏡や双眼鏡で観察し、生態等についても説明を
受けました。
　市教育委員会では、「十三崖のチョウゲンボウ繁殖
地」の草刈りなどの環境保全活動を目的に設立するボ
ランティアへの参加を呼びかけていました。 ▲魚を捕まえるたびに歓声が響きました

▲広い大地の斜面ならではの遊び「草そり」▲チョウゲンボウの姿を皆で観察しました

　６月24日、中山晋平記念館において蛍コンサート
“小さなちょうちんさげて来い”が開催されました。
　当日は、晋平少年少女合唱団の皆さんが、晋平作曲
の「ホタルノマメデンキ」や「螢」など、蛍にちなん
だ歌のほか、「故郷」や「もののけ姫」などを合唱し、
子どもたちの元気な歌声が会場に響いていました。ま
た、中山晋平の生涯を記録したＤＶＤ観賞もありました。

蛍コンサート
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　市内11地区で行う市民懇談会が６月21日、市民会館
を会場とした中野地区を皮きりに、スタートしました。
　これは、総合計画の方向性や財政状況、行政改革な
どの説明を行い、また、ご意見等をお聴きするために
行っています。この懇談会は今月12日に科野地区、13
日には倭地区、そして18日が豊井地区、19日には永田
地区において、各地区の農協支所会議室で開催します。

▲拍手など体を使って元気に歌う晋平少年少女合唱団

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききでき

　６月29日、中央公民館講堂において人権教育講座が
開催されました。
　講演では、「若年認知症との闘い」と題して、山ノ内
町にある宅幼老所にこにこの湯の所長、小島つる江先生
に、認知症の要因をはじめ、認知症の方との関わり方な
どについてお話していただきました。先生は、「認知症
の方とうまく接していくには、家族や地域の皆さんが認
知症について正しく理解し、プライドを傷つけないこと
が大切。」と語っておられました。

人権教育講座

市民懇談会開催

▲受講者は先生のお話を熱心に聴いていました

▲理事者、 部長等が出席して行われました （写真：中野地区）
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　最近私は中野市恒例の九斎市に出掛け、そこで偶然
商工会議所青年部が開催したローズアートコンテスト
に出会った。
　従来から歴史ある九斎市とは全くミスマッチだが、
あまり違和感がなく、初めての企画にしてはグレード
が高かった。
　特に小学生の作品には感動した。それでも婦人会の
皆さんの作品には脱帽であったが、中野市の次世代に
期待しよう。
　華やかなバラまつりの陰にひっそり咲いていた６月
の九斎市であった。

歴史ある九斎市で見つけた
次世代への期待

ふ る さ と レ ポ ー タ ー   だより

�
ロ
ー
ズ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
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今
回
ご
紹
介
す
る
「
東
笠
原
Ｊ
Ａ
女
性

部
」
は
、
平
成
九
年
に
Ｊ
Ａ
平
岡
東
笠
原

支
部
と
し
て
女
性
二
十
一
名
で
活
動
を
始

め
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に
花
の
好
き
な
人
が

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
五
年
ほ
ど
前

か
ら
花
を
植
え
て
、
草
取
り
や
水
く
れ
な

ど
の
花
壇
の
管
理
活
動
を
、
現
在
、
六
名

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

花
は
春
と
秋
の
年
二
回
、
東
笠
原
に
あ

る
「
権
現
さ
ん
」
と
「
夢
広
場
」
に
植
え
、

部
員
は
東
笠
原
区
の
婦
人
会
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、
地
元
を
花
で
飾
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
か
ら
、
部
員
以
外
の
花
が
好

き
な
人
も
集
ま
っ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
で
は
、
人
数
が
年
々
減
少
し
て
き

て
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
活
動
は
続
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
地
元
を
花
で
飾
る
こ
と
が
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
長
で
あ
る
白
井
和
美
さ
ん
は

「
お
花
が
好
き
な
方
で
、
花
植
え
な
ど
の

活
動
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ

ひ
仲
間
に
加
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

vol.15

 東笠原     女性部

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななみんなのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばひろば

�▼ 長丘公園。平成９年
供用開始。市内に14箇
所ある街区公園の１つ。

�▲ 水辺公園。以前から湧き出て
いた地下水を利用して整備した
ビオトープ。

�▼ 延命地藏菩薩。幕と腹掛は平
成16年に奉納されたもの。いつ
設置されたかは不明。

�▲ 赤坂生活構造改善セ
ンター。８月に風祭り、
秋には祭礼が催される。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　延命地藏菩薩が有名です。子どもが病
気などになると、住民だけでなく遠方か
らお参りに来る方もいます。地元ではお
供え物をしたり、周りの草刈をしたりと
大切にしています。区内には水田が多く、
米がよくとれるほか、アスパラガスやエ
ノキダケの生産もあります。

　厚貝区には水辺公園と呼んでいるビオ
トープ（生き物のすむ場所）があり、子
どもたちが生き物や自然と触れ合える場
として、また、区民の憩いの場として活
用しています。年間の主な行事としては、
桜祭りや春祭りのほか、区内の名所巡り
やスポーツ大会などがあります。

No.�

 厚   貝  区
あっ かい

 赤   坂  区
あか さか

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野地区科野地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

��
��

��

国
道
国
道　

号
線
号
線

292292

��

��

水辺公園水辺公園

長丘公園長丘公園

グループ長　白　井　和　美

至 飯山至 飯山

赤坂生活改善センター赤坂生活改善センター

赤坂溜池赤坂溜池

斑尾高原斑尾高原
カントリー倶楽部カントリー倶楽部

��

至 ふるさと苑至 ふるさと苑

豊豊
田田
飯飯
山山
ＩＩ
ＣＣ

延命地藏菩薩延命地藏菩薩

至 Ｂ＆Ｇ海洋センター至 Ｂ＆Ｇ海洋センター

厚貝公民館厚貝公民館

Ｊ Ａ
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
光
宏
さ
ん
）
高
校
が
同
じ
で
、

部
活
も
一
緒
で
し
た
。
高
校
一
年

の
秋
に
私
か
ら
告
白
を
し
て
、
付

き
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
光
宏
さ
ん
）
全
体
的
な
雰
囲
気

が
か
わ
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

（
玲
子
さ
ん
）
最
初
は
静
か
な
印

象
で
し
た
が
、
話
す
と
親
し
み
や

す
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
光
宏
さ
ん
）
気
持
ち
を
込
め
て

料
理
を
し
て
く
れ
ま
す
し
、
明
る

く
て
元
気
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

（
玲
子
さ
ん
）
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ

い
な
私
を
助
け
て
く
れ
た
り
、
知

ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
光
宏
さ
ん
）
近
所
ま
で
笑
い
声

が
響
く
く
ら
い
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
家
庭
で
す
。
玲
子
さ
ん
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な

っ
て
も
、
手
を
つ
な
い
で
歩
け
る

よ
う
な
二
人
で
い
ま
し
ょ
う
！

（
玲
子
さ
ん
）
家
に
帰
っ
て
き
た

と
き
に
、
皆
が
元
気
に
な
れ
る
よ

う
な
明
る
い
家
庭
で
す
。
光
宏
さ

ん
、
い
つ
も
私
の
こ
と
を
想
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。栗　岩　光　宏  さん  （25歳）

　　　  玲　子  さん  （26歳）
（上小田中）

No.15

　

ぼ
く
の
ゆ
め
は
、
水
泳
選
手
に

な
る
こ
と
で
す
。

　

な
ぜ
、
水
泳
選
手
に
な
り
た
い

か
と
い
う
と
、
ぼ
く
は
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
練
習
し
て

い
る
の
で
、
み
ん
な
に
水
泳
の
楽

し
さ
を
教
え
て
、
み
ん
な
と
楽
し

く
や
り
た
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、

金
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
り
、
世
界
最

高
記
録
を
出
し
て
、
み
ん
な
に
ほ

め
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
最
初
は
ぜ
ん
ぜ
ん
泳

げ
な
く
て
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
に
い
っ
て
か
ら
泳
げ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ー
ル
や
平
泳
ぎ
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
、
う
れ
し
く
て
続

け
て
い
た
ら
、
上
の
ク
ラ
ス
に
あ

が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、「
も
っ
と

う
ま
く
な
り
た
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

水
泳
選
手
は
、
何
時
間
も
冷
た

い
水
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
で
大

変
だ
し
、
最
高
記
録
を
出
す
に
は
、

毎
日
し
っ
か
り
練
習
し
な
く
ち
ゃ

い
け
な
い
か
ら
大
変
で
す
。
で
も
、

が
ん
ば
っ
て
練
習
し
て
す
ご
い
選

手
に
な
り
た
い
で
す
。

�
み
ん
な
に
水
泳
の
楽
し
さ
を
教
え
た
い
！�

平野小学校５年
　坂口 楓くん

⑮

新新 婚婚 ささ
んん

　

子
ど
も
が
大
好
き
な
二
人

明
る
く
て
賑
や
か
な
家
庭
に
し
た
い　

新
婚
さ
ん
募
集
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
へ
！　
�
２
２
―
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

ワ ン バ ウ ン ド ふ ら ば ～ る バ レ ー 教室開催

　市教育委員会は６月27日、ニュースポーツ「ワンバ
ウンドふらば～るバレー」教室を市民体育館で開催し
ました。この教室は、これまでスポーツを敬遠してい
た方を対象に、スポーツに触れる機会をつくることで
スポーツ人口の拡大を図ろうと開いたもので、体育指
導委員の皆さんが中心になって行いました。
　ワンバウンドふらば～るバレーは、凹凸型のビーチ
ボールとバドミントンコートを使って行うバレーボー
ルのことで、相手コートから返ってきたボールは必ず
ワンバウンドさせてから返さなければなりません。
　体育指導委員会長の池田さんによると、「このスポー
ツの魅力は誰もが気軽に楽しめること。それに、ボー
ルが変形しているので、どこにバウンドするか分から
ないところが楽しい」とのこと。当日参加された皆さ
んは、お互いに声を掛け合いながら、さわやかな汗を
流していました。
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■
「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
活
用
し
ま

　

し
ょ
う

　

梅
雨
時
の
集
中
豪
雨
や
台
風
で
、

水
害
の
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　

以
前
、
各
ご
家
庭
へ
配
布
い
た

危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
災
害
に
備
え
て
避
難
場
所

や
避
難
路
を
家
族
と
話
し
合
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
災
害
が
起
こ
る
前
に
逃
げ
る
勇

　

気
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

土
砂
災
害
は
、
降
り
続
い
た
雨

の
量
が
多
く
な
る
と
発
生
し
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
防
災
情

報
や
気
象
情
報
に
注
意
す
る
と
と

も
に
、
異
常
な
状
況
を
発
見
し
た

と
き
や
危
な
い
と
感
じ
た
と
き
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■
土
砂
災
害　

番
を
ご
利
用
く
だ

110

　

さ
い

　

土
砂
災
害
情
報
や
土
砂
災
害
に

関
す
る
質
問
・
相
談
は
、
中
野
建

設
事
務
所
の
『
土
砂
災
害　

番
』

110

窓
口
【�
�
３
１
３
８
】
に
お
寄

せ
下
さ
い
。
平
日
の
午
前
８
時　
30

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で
と
、

15

大
雨
注
意
報
・
警
報
発
令
中
に
利

用
で
き
ま
す
。

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
簡
単
混
ぜ
ご
は

ん
、
鶏
さ
さ
身
の
南
蛮
漬
け
、
カ

リ
カ
リ
油
揚
げ
と
水
菜
の
サ
ラ
ダ
、

沢
煮
椀
で
す
。

　

当
日
は
、
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

の
お
話
な
ど
も
聞
け
ま
す
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

７
月　

日�
25

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
師　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
員　
　

名
10

申
込
期
限　

７
月　

日�
 

20

煙
火
の
消
費
は
安
全
に

商
工
観
光
課
商
工
係（
内
線
２

５
８
）ま
た
は
豊
田
支
所
経
済

課
商
工
観
光
係 （
内
線
１
４
５
）

�

交
流
料
理
教
室

参
加
者
募
集

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

し
ま
し
た
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
各

地
域
の
浸
水
想
定
区
域
、
避
難
施

設
や
そ
の
他
洪
水
時
の
円
滑
お
よ

び
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た

め
に
必
要
な
事
項
を
示
し
て
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
各
ご
家
庭
で
再

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

一
瞬
に
し
て
命
や
大
切
な
財
産

を
奪
う
土
砂
災
害
（
土
石
流
・
地

す
べ
り
・
が
け
崩
れ
な
ど
）
の
ほ

と
ん
ど
は
、
長
雨
や
大
雨
、
雪
解

け
が
引
き
金
と
な
っ
て
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

梅
雨
の
時
期
は
、
土
砂
災
害
に

備
え
て
私
た
ち
の
家
の
ま
わ
り
の

　

煙
火
（
花
火
）
を
楽
し
む
際
に

は
、
適
切
な
安
全
対
策
を
と
り
、

危
険
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
煙
火
（
が
ん
具
用
煙
火

を
除
く
）
の
打
ち
上
げ
ま
た
は
仕

掛
け
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

消
防
署
へ
事
前
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
定
の
数
量
（
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
を
越

え
て
使
用
す
る
と
き
は
、
２
週
間

前
ま
で
に
市
へ
申
請
を
し
、
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
し
、

医
者
に
か
か
ら
な
く
て
も
よ
い
食

事
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　平成18年７月から、従来の全額免除と半額納付（半額免除）
に４分の１納付と４分の３納付の新しい免除段階が加わります。
●免除の対象となる所得のめやす（上段：所得、下段：収入）

国民年金保険料免除が４段階になります

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う

庶
務
課
防
災
係
（
内
線
２
１
０
）

ま
た
は
豊
田
支
所
総
務
課
庶
務

係
（
内
線
１
１
６
）

�防災行政無線の放送内容を確認できます
　市では、平常時および災害発生時の情報伝達体制を確
保し、市民の皆さんの安全を守るため、防災行政無線を
市内に設置しています。なお、住宅地のほぼ全域を通報
可能範囲としましたが、住宅の構造や風向き、スピーカ
ーの向きや近隣の交通事情などにより、聞きとりにくい
状況となる場合があります。
　こうした場合、以下の方法によって放送内容を確認す
ることができますので、ご利用ください。

　ＵＲＬ　http://www.city.nakano.nagano.jp
　パソコン：「暮らしの情報」⇒「防災行政無線放送」
　携帯電話：「防災情報」⇒「防災行政無線放送」
問い合わせ先　庶務課防災係（内線２１０）または豊田
支所総務課庶務係（内線１１６）

①ＮＴＴ一般加入電話や携帯電話から確認する

②中野市公式ホームページから確認する

0120－892－560をダイヤル（通話無料）
ハヤクキコウムセン
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※２人世帯と４人世帯は夫婦のどちらかのみに所得がある世帯
　の場合です。
※本人、配偶者、世帯主が免除基準に該当することが必要です。
●免除の場合の保険料月額（平成18年度額）

※免除された期間は、各段階で計算され年金額に反映されます。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民
環境課市民環境係（内線１３３）または長野北社会保険事務所
（�０２６（244）４１００）

４分の３納付半額納付４分の１納付全額免除世帯構成

335万円
（486万円）

282万円
（420万円）

230万円
（354万円）

162万円
(257万円)

４人世帯
（夫婦子２人）

247万円
（376万円）

195万円
（304万円）

142万円
（229万円）

92万円
（157万円）

２人世帯
（夫婦のみ）

189万円
（296万円）

141万円
（227万円）

93万円
（158万円）

57万円
（122万円）単身世帯

定額保険料４分の３納付半額納付４分の１納付全額免除

13,860円10,400円6,930円3,470円０円
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「
我
が
家
の
環
境
大
臣
」
事
業

は
、各
家
庭
で
楽
し
み
な
が
ら「
環

境
に
や
さ
し
い
く
ら
し
」
に
取
り

組
め
る
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

教
材
・
情
報
誌
等
を
通
じ
て
支
援

す
る
環
境
省
の
事
業
で
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
す
る

こ
と
を
宣
言
す
る
家
庭
と
我
が
家

の
環
境
大
臣
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
費
用　

入
会
金
・
年
会
費
は

無
料
で
、
年
間
を
通
じ
て
い
つ
で

も
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
方
法

家
庭
（
１
世
帯
）
ま
た
は
個
人
に

つ
い
て
は
、
直
接
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
通
じ
て
登
録
し
ま
す
。

http://w
w
w
.eco-fam

ily.jp

複
数
の
家
庭
や
グ
ル
ー
プ
（
ご
近

所
同
士
、
市
民
団
体
、
企
業
等
の

仲
間
）
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
環

境
課
窓
口
で
登
録
し
ま
す
。

登
録
す
る
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
、
任
命

証
、
教
材
、
情
報
誌
な
ど
が
も
ら

え
ま
す
。

　

な
お
、
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
特

に
決
め
ら
れ
た
活
動
を
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

　

点
検
商
法
と
は
、「
無
料
で
点
検

し
ま
す
」
と
言
っ
て
、
家
に
上
が

り
こ
み
、「
床
下
が
腐
っ
て
い
る
」

「
シ
ロ
ア
リ
被
害
が
あ
る
」
な
ど

と
不
安
を
あ
お
っ
て
工
事
の
契
約

を
さ
せ
た
り
、「
布
団
が
カ
ビ
て
い

る
」
な
ど
と
根
拠
の
無
い
こ
と
を

言
っ
て
、
布
団
を
買
わ
せ
た
り
す

る
商
法
で
す
。

　

契
約
を
迫
ら
れ
て
も
、
す
ぐ
に

は
決
め
ず
家
族
や
友
人
に
相
談
し

た
り
、
他
の
業
者
に
状
態
を
確
認

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

む
や
み
に
契
約
を
急
が
せ
た
り

す
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。
必
要

の
な
い
工
事
や
商
品
で
あ
る
な
ら
、

き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
点
検
商
法
の
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
（
８
日
間
）

内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
契
約
を

解
除
で
き
ま
す
。

　

何
か
心
配
な
こ
と
が
あ
る
場
合

は
市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全

係
ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 「
我
が
家
の
環
境

大
臣
」
募
集

環
境
課
環
境
係 （
内
線
２
４
７
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
５
）

�
　

今
月
は
、
夏
季
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
主
な
実
践
項
目
に

お
け
る
節
約
額
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。
省
エ
ネ
行
動

は
、
経
費
の
節
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

※
出
典
…
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

　

ン
タ
ー
算
出
削
減
額

※
節
約
額
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定

　

の
設
定
で
の
お
お
よ
そ
の

　

目
安
で
す
。

シリーズ
地球温暖化防止④

点
検
商
法
に

ご
注
意
を
！

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係
（
内
線
２

３
８
）
ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�

第
３
回
キ
ッ
ズ
・

え
ほ
ん
☆
か
い

 （
絵
本
読
み
聞
か
せ
会
）

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

　

本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
親
と
子

が
自
然
に
身
体
を
触
れ
合
わ
せ
、

心
を
通
わ
せ
る
時
間
で
す
。

　

時
に
は
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
本

を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
、
体
験

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

期
日　

７
月　

日�
15

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時

30

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
演　

お
は
な
し�
び
っ
く
り
ば
こ

費
用　

無
料

年間節約額夏季の省エネルギー実践項目

約700円

冷房中の室温は28℃を下回らないように
設定を！
冷房中の室温が28℃を下回らないように部
屋の温度のこまめな調節に努めましょう。
（エアコン＜2.2ｋＷ機器＞冷房時、外気温
度31℃、設定温度を27℃から28℃にした場
合）

１

約400円

不必要なエアコンの使用を控えましょう！
必要のないときにもエアコンをつけっ放し
にしていませんか？１日１時間エアコンの
使用を控えましょう。（エアコン＜2.2ｋＷ
機器＞冷房時、外気温度31℃、設定温度を
28℃での１時間運転を短縮した場合）

２

約2,400円

入浴時シャワーを流しっ放しにしていませ
んか？
入浴時にシャワーのお湯を流しっ放しにし
ていませんか？シャワーのお湯の流しっ放
しを１日１分間やめることに努めましょう。

３

蛍光ランプ
約100円
白　熱　球
約400円

照明はこまめに消灯を！
必要のないときも照明をつけっ放しにして
いませんか？照明をこまめに消灯すること
に努めましょう。（蛍光ランプ（15Ｗ）１灯
当たり１時間、白熱球（54Ｗ）１灯当たり
１時間短縮した場合）

４

約900円

不必要なテレビのつけっ放しを控えましょ
う！
見る必要のないときにもテレビをつけっ放
しにしていませんか？１日１時間テレビの
使用を控えましょう。（28インチのテレビを
１時間短縮した場合）

５

徒歩、自転車の利用を！
短距離の移動に際しては、なるべく徒歩や
自転車を利用しましょう。

６

約1,400円

冷蔵庫を上手に使用しましょう！
冷蔵庫にものを詰め込みすぎないようにし
ましょう。また、扉の開閉を少なくして開
けている時間を短くするように気をつけま
しょう。

７

できるだけ家族団らんを！
できるだけ家族団らんの時間を増やし、空
いた部屋の照明や冷房は切るようにしまし
ょう。

８
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募
集
期
間　

７
月　

日�
ま
で

20

募
集
対
象　

県
が
管
理
す
る
国
道
、

県
道
を
利
用
す
る
機
会
が
多
い
方

募
集
人
員　

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

隊
員
の
任
期　

８
月
１
日
〜
平
成

　

年
７
月　

日
（
５
年
間
）

23

31

※
詳
細
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

長
野
地
方
法
務
局
中
野
出
張
所

で
は
、
会
社
・
法
人
の
登
記
事
務

を
６
月　

日�
か
ら
順
次
コ
ン
ピ

26

出
願
受
付
期
間　

８
月　

日�
ま
で

15

資
料
の
請
求
（
無
料
送
付
）

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

ュ
ー
タ
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区

域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤

務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受

給
者
は
除
く
） に
対
し
て
、そ
の
御

苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大

臣
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成　

年
３
月　

日

19

31

請
求
用
紙　

市
役
所
福
祉
課
厚
生
保
護
係
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

研
修
日　

９
月　

日�
〜　

日�

20

21

場
所　

北
信
地
方
事
務
所

申
込
期
限　

９
月　

日�
ま
で

13

受
験
申
込
受
付
期
間

７
月　

日�
〜
８
月
１
日�

18

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
申
込
可

http://w
w
w
.jinji-shiken.jp/m

ous
hikom

i-s34.htm
l

※
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
直
接

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
験
申
込
受
付
期
間

７
月　

日�
〜
８
月
１
日�

18

※
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
直
接

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

７
月　

日�
29

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
６
月　

日
現
在
で
掲
載
）

19

★
バ
ッ
ト
（
子
供
用
）
★
ベ
ッ

ド
★
ロ
ー
ラ
ー
ブ
レ
ー
ド
★
オ

ル
ガ
ン
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★
大

人
用
三
輪
車
★
自
転
車
★
味
噌

桶
★
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
★
人
形

ケ
ー
ス
★
子
供
服
★
足
踏
み
ミ

シ
ン
★
三
味
線
★
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
★
ガ
ス
コ
ン
ロ
★
歩
行
器

（
子
供
用
）
★
小
引
き
出
し
★

�
ゆ
ず
り
ま
す

窓
用
ク
ー
ラ
ー
★
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
セ
ッ
ト
★
五
月
人
形

★
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
★
お
む

つ
カ
バ
ー

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
ソ
フ
ァ
ー
★
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

ピ
ア
ノ
★
三
味
線
★
電
動
車
イ

ス
★
車
イ
ス
★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
★
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
オ
ー
ブ
ン
レ

ン
ジ
★
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん

じ
き
★
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
★
カ
ー

オ
ー
デ
ィ
オ
★
食
器
棚
★
介
護

用
電
動
ベ
ッ
ド
★
こ
た
つ
セ
ッ

ト
★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

　

今
年
も
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
売
期
間　

７
月　

日�
〜
８
月

13

１
日�

抽
選
日　

８
月　

日�
11

 「
信
州
ロ
ー
ド
観
察

隊
員
」
募
集

中
野
建
設
事
務
所
維
持
管
理
チ
ー

ム
管
理
ユ
ニ
ッ
ト�
３
１
３
０

�

入
国
警
備
官
募
集

東
京
入
国
管
理
局
職
員
課

０
３ （　

） ７
１
０
２

5796

�

会
社
・
法
人
登
記
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

長
野
地
方
法
務
局
中
野
出
張
所

�
３
３
４
１

�

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

福
祉
課
厚
生
保
護
係

（
内
線
２
９
５
）

�

 
心
友 
・ 
傾
聴 
ボ
ラ
ン

し
ん
ゆ
う 

け
い
ち
ょ
う

テ
ィ
ア
養
成
研
修

受
講
者
募
集

北
信
地
方
事
務
所
地
域
福
祉

チ
ー
ム�
０
２
０
７

�刑
務
官
募
集

長
野
刑
務
所
庶
務
課
人
事
係

０
２
６ （　

） ０
９
０
０

245

�外
国
人
対
象

無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
北
信
支
部
国

際
部
会�
３
６
０
６

�

大
学
卒
業
資
格
取
得

希
望
者
・
生
涯
学
習

希
望
者
募
集

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

０
２
６
６�
２
３
３
２

�

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売

～図書館休館のお知らせ～
　図書館新情報システムの導入及び年次蔵書
整理のため、次の期間は休館いたします。
市立図書館　７月12日�まで
北部分館・西部分館　７月８日�・12日�
豊田分館　７月12日�まで
　なお、７月12日�まで、インターネットに
よるホームページの閲覧・蔵書検索は利用で
きません。
　ご理解とご協力をお願いします。
〈図書館新情報システム〉
　市立図書館、分館（北部、西部、豊田）を
ネットワーク化して、全館にある本の予約が
可能となり、週２回の配送車により最寄りの
図書館で貸出・返却が可能になるなど、より
利用しやすくなります。
市立図書館　�26-5841
ホームページ　http://www.nakano-lib.jp

29　平成18年７月　広報なかの

わ
え
て
描
い
た
細
密
な
ボ
タ

ニ
カ
ル
ア
ー
ト（
植
物
画
）と
、

作
品
に
添
え
ら
れ
た
詩
を
あ

わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

常
設
展
「
日
本
と
外
国�
―
そ

れ
ぞ
れ
の
光
景
―
」

７
月　

日�
〜
９
月　

日�

20

18

※
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
、
日
本

と
外
国
の
風
景
が
描
か
れ
た

作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

横
田
徳
子
と
仲
間
達
展

７
月　

日�
〜　

日�

12

24

山
田
晃
・
一
道
二
人
展

７
月　

日�
〜
８
月
７
日�

26

常
設
展 「
中
野
市
の
歴
史
と
文
化
」

７
月　

日�
ま
で

30

※
中
野
市
の
原
始
時
代
か
ら
近

代
ま
で
の
歴
史
と
文
化
を
わ

か
り
や
す
く
展
示
、
紹
介
し

ま
す
。

企
画
展
「
大
切
な
も
の　

河
合

ま
こ
と
の
世
界
展
―
口
で
描
く

絵　

心
に
響
く
詩
―
」

７
月　

日�
ま
で

17

※
河
合
誠
氏
が
絵
筆
を
口
に
く

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 
・ 

       
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市社会福祉協議会
� ２６－３１１１

毎月第２・４木曜日
13：30～15：30心の広場相談

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)８月10日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 116)

(豊田地域)８月10日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程 期

日　

７
月　

日�
15

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

中
野
市
民
会
館

相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の
登
記
、

会
社
の
登
記
・
供
託
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
・
訪
問
販
売
な
ど
消

費
者
問
題
等
に
つ
い
て

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
一
本
木
公
園
薔
薇
植
栽
の
た
め
、

　

薔
薇　

本 〈
越
・
市
川
紀
子
様
〉

33

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
の
展
示
品
充

実
の
た
め
、

　

ア
ク
リ
ル
画 （
Ｆ
６
号
） 〈
東
京

都
江
戸
川
区
・
藤
岡
牧
夫
様
〉

司
法
書
士
無
料

法
律
相
談
所

県
司
法
書
士
会
飯
山
支
部

�
３
４
８
６
（
目
崎
）

�

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

平
成　

年
５
月　

日
か
ら

18

20

６
月　

日
ま
で

19

▼
豊
井
保
育
園
の
絵
本
の
充
実
の

た
め
、

　

図
書
券
９
５
０
０
円
〈
上
今
井

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様
〉

▼
豊
井
保
育
園
の
絵
本
の
充
実
の

た
め
、

　

図
書
券
２
万
８
５
０
０
円
〈
豊

津
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様
〉

▼
永
田
保
育
園
の
絵
本
の
充
実
の

た
め
、

　

図
書
券
２
万
４
５
０
０
円
〈
永

田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様
〉

▼
小
中
学
校
・
図
書
館
・
公
民
館

の
図
書
充
実
お
よ
び
戦
争
に
つ

い
て
語
り
つ
い
で
ほ
し
い
た
め
、

　

図
書
（
語
り
つ
ぐ
戦
争
）　

冊
20

〈
間
山
・
海
野
米
次
様
〉

▼
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
品

充
実
の
た
め
、

　

油
絵
「
故
郷
秋
景
」（
Ｆ　

号
）

80

〈
穴
田
・
原
田
満
佐
子
様
〉

▼
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
お

よ
び
収
蔵
資
料
の
た
め
、

　

菊
池
契
月
の
書
簡
５
通
・
は

が
き
１
通
〈
茨
城
県
常
陸
太

田
市
・
宇
野
好
文
様
〉

▼
一
本
木
公
園
整
備
の
た
め
、

　

現
金
２
万
円
〈
中
野
バ
ラ
切

花
研
究
会
様
〉

▼
文
化
芸
術
振
興
の
た
め
、

　

現
金　

万
円
〈
中
央
・
畑
順

20

男
様
〉

日
時　

８
月
１
日�
〜　

日�
31

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

（
土
・
日
曜
日
等
休
日
を
除
く
）

場
所　

警
察
本
部
鑑
識
課

（
長
野
市
松
代
町
警
察
機
動
セ
ン

タ
ー
内
）

※
詳
細
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

 「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
」
の
開
設

中
野
警
察
署
生
活
安
全
刑
事
課
鑑

識
係�
０
１
１
０ （
内
線
３
５
１
）

�
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課
　　 　  子 ど も 課

マタニティクラス
日　本　脳　炎

※集団での予防接種を見合わせてい
　るところです。再開することとしま
　したら、お知らせいたします。なお、
　流行地域へ渡航される予定がある
　など、心配な点がある方はご相談く
　ださい。

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
（平成18年６月１日現在） （平成18年６月１日現在）

人　口　４６,４７４人（－23）
　男　　２２,４５８人（－18）
　女　　２４,０１６人（－ 5）
世帯数　１４,６４４戸（＋25）

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

18年３月生まれ７月25日�
３か月
健 診

17年11月生まれ７月26日�７か月
健 診

16年12月生まれ７月28日�
１歳 
６か月
健 診

16年６月生まれ７月24日�２ 歳
健 診

15年６月生まれ７月27日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

　人を笑わせることが好きな男
の子です。お気に入りのおもち
ゃはパトカー。食べ物はお刺身
が大好きです。のびのびと元気
良く育ってほしいと思います。
（小林剛夫・あけみさん 西条）

小林脩 人    くん （３歳１か月）
しゅうと

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

７月25日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成18年３月生まれ
※３か月健診時に行います。

期日／８月３日�
時間／午後１時30分～４時
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、　
　　　　歯ブラシ
内容／母と子の歯の健康、妊婦体験、
　　　もく浴実習、講話「チャイル
　　　ドシートの装着について」

骨検診
　骨粗しょう症予防のための骨塩量
測定検診を行います。
期日／８月31日�
受付時間／午前９時30分～10時30分
会場／豊田保健センター
対象／40歳以上の方
費用／無料
申込期限／８月18日�
申込先／市役所健康長寿課または豊
　　　　田支所健康福祉課

�22－2111 内線242
�22－2111 内線356
�38－3111 PHS6120
�38－3111 PHS6118

休日診療所：中野保健センター�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに ９ 時～17時。日・祝日のみ) 

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)

受付時間／午後１時～１時50分
<中野保健センター>
８月７日�…中野、長丘、科野、倭
    ８日�…日野、延徳、平野、高丘、
      　　　平岡
<豊田保健センター>
８月９日�…豊田地域全域

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　（３～８週間隔で３回
　　　　　接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対 
象
・
接 
種 
方 
法

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
　ください。

精神保健福祉相談
　ストレス社会といわれる中で、心
に疲れがたまってしまう人が増えて
います。イライラする、眠れない、
不安で仕方がない、アルコール依存、
認知症など、心の健康について相談
を行います。
　相談は無料ですので、どうぞお気
軽にご相談ください。
期日／７月26日�
会場／北信保健所中野支所
相談担当者／精神科医師、保健師
その他／予約制ですので、相談を希
　　　　望される方は事前に下記へ
　　　　お申し込みください。
申込先／北信保健所中野支所（�22
　　　　－3185）
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４月から中野保健センターが
駅前に移転しました。

お出かけの際には、お間違え
のないようお願いいたします。
 詳しくは、直接お問い合わせを
いただくか 「広報なかの」 ４月
号の６ページをご覧ください。



　

キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た
生
ビ

ー
ル
が
お
い
し
い
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
！
そ
の
定
番

の
お
つ
ま
み
と
言
え
ば
や
っ

ぱ
り
「
枝
豆
」
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
、
次

か
ら
次
と
つ
い
手
が
伸
び
て

し
ま
い
、
気
が
付
く
と
殻
の

山
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
な

ん
て
事
、
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
の
コ

バ
ル
ト
グ
リ
ー
ン
の
色
彩
も
涼
感
を

呼
ぶ
と
い
う
の
も
、
大
き
な
理
由
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
実
は
、
枝
豆
に
は
お
つ
ま
み

と
し
て
定
番
に
な
っ
た
、
ち
ゃ
ん
と

し
た
理
由
が
あ
る
の
で
す
。
枝
豆
に

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
を
促
進
さ

せ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
そ
れ
に
、
肝

臓
の
働
き
を
向
上
さ
せ
る
う
え
で
役

に
立
つ
コ
リ
ン
が
豊
富
と
の
事
で
す

か
ら
、
悪
酔
い
や
、
二
日
酔
い
の
防

止
に
効
果
的
な
わ
け
で
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
ス
タ
ミ
ナ
や

疲
労
の
回
復
に
も
不
可
欠
で
、
夏
の

む
し
暑
さ
に
苦
し
む
日
本
人
が
、
ビ

ー
ル
や
酒
の
お
つ
ま
み
に
、
枝
豆
を

選
ん
だ
と
い
う
背
景
に
は
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
知
恵
と
、
科
学
的
な
根
拠
が

あ
っ
た
訳
な
ん
で
す
ね
。

　

そ
う
と
な
っ
た
ら
、
早
速
、
枝
豆

を
つ
ま
み
に
、
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
片

手
に
プ
ロ
野
球
観
戦
と
い
き
ま
し
ょ

う
か
！
皆
さ
ん
！　
　
　
　

（
Ｋ
）

１１ 文 化 な か の／06.５

　

梅
雨
の
中
休
み
に
、
雲
の
切

れ
間
か
ら
顔
を
出
し
た
太
陽
の

日
ざ
し
は
、
日
に
日
に
強
く
な

り
、
向
日
葵
、
蝉
の
声
、
入
道

雲
と
自
然
は
確
実
に
夏
の
風
情

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　

し
ま
っ
て
お
い
た
扇
風
機
や
風
鈴
を
出
し
、
い
つ

も
の
場
所
に
セ
ッ
ト
し
て
、
夏
を
迎
え
る
準
備
は
完
了
。

　

今
月
は
祇
園
祭
に
海
の
日
、
市
民
祭
と
出
歩
く
機

会
が
増
え
ま
す
が
、
土
用
の
丑
で
身
体
を
労
わ
り
、

猛
暑
・
酷
暑
を
元
気
に
乗
り
越
え
た
い
も
の
で
す
。

日中の暑さをわすれさす　優美に咲くハスの花
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なんとかしよう！なんとかしよう！なんとかしよう！

シンポジウムin間山シンポジウムin間山シンポジウムin間山

◇ 中 野 市 公 民 館 間 山 分 館

遊
休
荒
廃
農
地
は

地
域
の
問
題

分館事業紹介

住んでいる人たちが自ら考え、関心を高めよう

区民約70人が参加し、荒廃農地の対応について考えました

出

席

者

パ
ネ
リ
ス
ト

パ
ネ
リ
ス
ト

間山区長

　　 小林　重保　さん
中山間地間山区集落協定委員長

　　 古川今朝治　さん
中野市農業委員会委員長代理

　 　海野　鉄治　さん
新規就農者 
　(区内の畑を借りグループで野菜を栽培）

　　　安藤　　章　さん

地元グループ（荒廃農地を利用しそば栽培などとり組む）

　　　遊農学舎（まなびや）　小林　厚　さん
　　  そば工房ばんばくみ　   古川　満　さん
ＪＡ中野市日野支所長　

　　  清水　敬自　さん
中野市農政課振興係

　　　畔上　武志　さん　岩井慎一郎　さん
主催者・司会

　　　 間山分館長　小林　隆　さん

荒
廃
農
地
問
題
は
公
民
館
の
出
番

　

間
山
公
民
館
で
は
、
去
る
五
月
十
四
日
、「
な
ん
と
か
し
よ
う
！

荒
廃
農
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

間
山
」
を
開
催
し
、
地
域
の
荒
廃

in

農
地
問
題
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
に
わ
か
づ
く
り
の
会
場
で

行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
農
業
委
員
や
市

役
所
、
農
協
の
実
務
担
当
者
、
地
元
か
ら
は
区
長
と
中
山
間
地

集
落
協
定
委
員
長
や
荒
廃
農
地
を
利
用
し
て
そ
ば
づ
く
り
な
ど

を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
、
更
に
は
区
外
か
ら
間
山
に

農
地
を
借
り
て
耕
作
し
始
め
た
新
規
就
農
者
な
ど
、
多
彩
な
顔

ぶ
れ
の
パ
ネ
リ
ス
ト
九
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活
発
に
意
見

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
約
七
十
名
、
区
外
か
ら
も
五

名
の
参
加
が
有
り
、
こ
の
問
題
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま

し
た
。

　

地
域
の
荒
廃
農
地
が
増
え
て
い
る
現
状
と
、
そ
れ
に
対
す
る

行
政
や
農
協
の
取
組
み
が
報
告
さ
れ
た
後
、
荒
廃
農
地
解
消
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
消
費
者
を
意
識
し
た
農
業

を
、
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
で
間
山
産
の
そ
ば
を
、
間
山
型
の
集
落
営

農
を
、
な
ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
地
域

で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
公
民
館
で
は
、
今
後
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
荒
廃
農
地
問
題
を
考
え
る
資
料
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

農
業
の
問
題
を
公
民
館
が
取
り
上
げ
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ

る
と
言
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
原
点
に
立
て
ば
、

地
域
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
公
民
館
の
使
命
で
あ
り
、
現

在
の
大
き
な
地
域
課
題
は
、
ま
さ
に
荒
廃
農
地
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
農
政
あ
る
い
は
経
済
問
題
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同

時
に
地
域
に
と
っ
て
心
痛
む
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
綺

麗
に
耕
さ
れ
た
農
地
と
美
し
い
地
域
の
風
景
を
望
ん
で
い
る
は

ず
で
す
か
ら
、
あ
る
意
味
で
経
済
優
先
の
結
果
が
荒
廃
農
地
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
解
決
の
た
め
に
は
経
済
原
則
か
ら
離
れ
る
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
や
は
り
公
民
館
の
出
番
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間
山
分
館
長　

小
林　
　

隆

荒廃農地荒廃農地荒廃農地



３３ 文 化 な か の／06.７

●
間
山
区
の
農
家
戸
数
は
年
々
減
少
ぎ
み

で
あ
る
。
十
年
前
と
昨
年
と
の
比
較
で
販

売
目
的
の
農
家
が
一
〇
九
戸
か
ら
七
十
戸

に
、
自
給
的
農
家
三
十
二
戸
か
ら
四
十
九

戸
、
全
体
で
一
四
一
戸
か
ら
一
一
九
戸
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
率
も

十
年
前
七
・
七
％
か
ら
昨
年
十
九
％
と
、

中
野
市
全
体
の
十
七
・
七
％
（
昨
年
）
と

大
幅
に
増
え
て
い
る
。

　

本
来
の
姿
で
農
作
物
を
作
っ
て
有
効
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
遊
休
農
地
対

策
事
業
を
行
い
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
で
遊

休
農
地
の
解
消
に
取
り
組
む
方
に
助
成
金

を
出
し
て
い
く
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
農
政
課
）

●
旧
農
地
法
の
考
え
方
で
、
農
地
を
一
度

貸
し
た
ら
返
っ
て
こ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

風
習
が
、
荒
廃
農
地
を
生
み
出
す
要
因
で

あ
る
。
契
約
書
等
を
作
成
し
、
後
々
の
ト

ラ
ブ
ル
を
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
業
委
員
会
）

●
現
状
は
、
農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢

化
率
が
高
い
。
耕
作
放
棄
地
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
で
は
荒
廃
農
地
対
策
の
た
め

営
農
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
会
議
が
あ
り
、
行

政
、
農
業
委
員
会
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ

Ａ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、

こ
れ
か
ら
の
担
い
手
と
荒
廃
農
地
対
策
を

進
め
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、
農
地
利
用

専
門
委
員
会
を
作
る
予
定
で
す
。　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｊ
Ａ
中
野
市
）

●
都
会
か
ら
移
り
住
み
、
間
山
区
の
新
規

就
農
者
と
し
て
遊
休
荒
廃
農
地
で
野
菜
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
る
四
家
族
は
、
提
供

し
て
く
れ
る
農
地
が
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち

の
プ
ラ
ン
で
実
行
で
き
る
と
い
う
確
証
を

持
ち
ま
し
た
。
徹
底
し
て
農
業
者
と
し
て

の
自
立
の
方
向
を
め
ざ
し
、
や
っ
と
メ
ド

が
立
っ
た
。
昨
年
は
、
七
ｔ
ち
ょ
っ
と
の

米
を
出
荷
し
た
り
、
野
菜
等
も
地
元
の
ス

ー
パ
ー
に
出
荷
し
ま
し
た
。
親
も
含
め
て

何
か
み
ん
な
で
協
力
で
き
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
が
農
業
を
や
る
理
由
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
（
新
規
就
農
者
）

●
平
成
十
五
年
か
ら
耕
作
放
棄
地
の
防
止

対
策
で
、
ま
ず
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る

土
地
か
ら
な
ん
と
か
し
よ
う
と
十
三
人
中

七
人
の
土
地

所
有
者
か
ら

借
り
受
け
、

耕
作
を
始
め

た
（
七
七
四

五
㎡
）。

　

初
年
度
は
、

北
信
五
岳
の

見
え
る
平
ら

な
農
地
に
赤

そ
ば
の
種
を

ま
き
、
真
っ

赤
な
き
れ
い

な
花
が
咲
き
、

景
観
面
で
は

成
功
を
お
さ

め
た
。
昨
年

か
ら
は
コ
ス

モ
ス
の
種
を
蒔
き
、
農
地
も
増
や
し
て
一

一
〇
〇
〇
㎡
ま
で
規
模
を
拡
大
し
た
。「
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
畑
は
、
な
ん
と
か

草
の
な
い
明
る
い
所
に
し
た
い
」
そ
ん
な

思
い
で
行
っ
て
い
る
。

（
遊
農
学
舎
）

●
発
足
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
組
内
で
「
若

い
人
た
ち
と
話
す
機
会
が
な
い
。
何
か
い

い
方
法
は
」
と
考
え
て
い
る
と
き
に
、
他

の
組
で
そ
ば
を
作
っ
て
交
流
を
し
て
い
る

話
を
聞
き
、
や
っ
て
み
よ
う
と
始
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

（
そ
ば
工
房
ば
ん
ば
く
み
）

　

間
山
区
に
は
、
晋
平
の
里
間
山

温
泉
公
園
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
な
ど
の

施
設
が
整
備
さ
れ
、
訪
れ
る
方
々

か
ら
、「
こ
こ
か
ら
の
景
色
は
心
和

む
」
と
の
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
住
む
者

に
と
っ
て
は
見
慣
れ
た
景
観
。
そ

の
良
さ
が
、
な
か
な
か
見
え
て
こ

な
い
点
も
…
…
。

　

今
回
、
間
山
分
館
で
行
な
わ
れ

た
、
荒
廃
農
地
を
地
域
の
課
題
と

し
て
取
り
組
む
新
た
な
企
画
で
は
、

各
方
面
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
が
参
加

さ
れ
、
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
の
お
話
を
参
考
に
し
て
、

荒
廃
農
地
を
な
く
す
た
め
に
地
域

の
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ィ
ア
や
知
恵

を
出
し
合
い
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の

手
を
借
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

自
分
た
ち
の
地
域
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
自
分
た
ち
で
さ
ら
に
良
く
し

守
り
続
け
て
い
く
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
や
、
地
域
に
残
る
恵
ま
れ

た
土
地
を
い
か
し
て
い
く
活
動
が
、

ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　

荒
廃
農
地
の
問
題
は
、
間
山
区

だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
地
域
の
皆
さ
ん
に
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
　

（
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
）

地
元
グ
ル
ー
プ
「
遊
農
学
舎
」
で
は
、
観
賞
目
的
に

地
元
グ
ル
ー
プ
「
遊
農
学
舎
」
で
は
、
観
賞
目
的
に

赤
そ
ば
を
栽
培
し
、
見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た

赤
そ
ば
を
栽
培
し
、
見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
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「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
美
し
い
音

色
が
い
い
な
ぁ
」「
私
た
ち
に
も

出
来
る
か
な
ぁ
」
と
思
う
人
た

ち
が
集
い
、
会
員
募
集
し
た
と

こ
ろ
大
勢
集
ま
り
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
会
が
発
足
し
た
の
は

五
月
で
、
ア
イ
リ
ス
が
咲
く
頃

に
ち
な
み
会
の
名
は
「
ア
イ
リ

ス
」
と
つ
け
ま
し
た
。

　

長
野
よ
り
お
越
し
の
三
井
利

恵
先
生
の
指
導
の
元
、
豊
田
文

化
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
第
一
月
曜

日
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
発
足

当
時
は
童
謡
中
心
で
し
た

が
、
今
で
は
二
本
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
で
演
奏
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
月
一

回
の
練
習
で
す
が
、
顔
を

合
わ
せ
る
と
地
域
の
話
や

近
況
報
告
と
花
が
咲
き
、

和
気
あ
い
あ
い
と
練
習
し

て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
文
化
祭
に
参

加
し
た
り
、
施
設
の
訪
問

等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
訪
問
時
は
、
昔
の
曲

や
今
の
曲
を
取
り
入
れ
て

入
所
者
の
人
た
ち
と
一
緒

に
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
合
わ
せ
て
歌

っ
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、

私
た
ち
も
共
に
楽
し
い
一
時
を

過
ご
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

年
一
回
、
長
野
若
里
文
化
ホ
ー

ル
で
発
表
会
が
あ
り
ま
す
。
最

初
は
ド
キ
ド
キ
で
し
た
が
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
ま
あ
ま
あ
上

出
来
か
と
自
己
満
足
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
先
生
の
指
導
が
良

い
か
ら
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
中
に
も
希
望
さ
れ
る

方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で

も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
ひ
さ
み

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

　

「
孟
子
」
の
「
開
延
道
徳
」
か

ら
付
け
ら
れ
た
年
号
「
延
徳
」（
一

四
八
九
年
〜
九
一
年
）
時
代
に
開

発
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
延
徳
田

圃
の
真
ん
中
に
五
〇
戸
程
の
小
沼

区
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
小
さ
な
区
に
も
先
人
か
ら

連
綿
と
続
く
多
く
の
行
事
が
あ
り
、

分
館
活
動
と
し
て
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

三
月
八
日
に
は
四
百
年
余
の
歴

史
が
あ
る
「
小
沼
の
餅
替
え
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
祭
り
に
は
、
交

換
す
る
餅
を
い
れ
た
「
わ
ら
っ
と
」

と
一
緒
に
「
わ
ら
馬
」
を
持
参
し
ま

す
が
、
祭
り
を
前
に
長
老
か
ら
わ
ら

馬
作
り
の
指
導
を
受
け
て
伝
統
を
受

け
継
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
十
六
日
に
は
送
り
盆

こ
ん

に
ち
は�
�
�
�
�
�
�
�

を
終
え
た
夕
暮
れ
か
ら
の
「
灯
籠
流

し
」
が
あ
り
ま
す
。
区
の
前
を
流
れ

る
川
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
や
思
い

を
込
め
た
色
と
り
ど
り
の
灯
籠
が
幻

想
的
な
光
を
灯
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と

流
れ
る
情
景
は
、
大
人
に
な
っ
て
他

で
生
活
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
も
忘

れ
る
こ
と
の
な
い
小
沼
の
夏
の
風
物

詩
で
す
。

　

こ
れ
も
、
戦
後
間
も
な
い
五
〇
年

余
り
前
に
、
当
時
の
分
館
が
夏
の
行

事
と
し
て
企
画
し
た
も
の
が
今
日
ま

で
続
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
種
々
の
行
事
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
文
化
を
大
切
に

守
り
育
て
て
、
未
来
に
継
承
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
 　
 
小
沼
分
館
長　

小
林　

啓
治

ア
イ
リ
ス

　

小
沼
村
は
延
徳
沖
の
低
地
に
あ

る
集
落
で
あ
る
た
め
、
連
年
の
よ

う
に
浸
水
に
見
舞
わ
れ
る
水
害
常

襲
地
で
あ
っ
た
。

　

小
沼
村
の
山
は
篠
井
山
境
か
ら

恵
比
寿
山
ま
で
続
く
場
所
で
あ
る
。

浸
水
が
ひ
ど
い
と
き
、
一
時
的
に

村
人
が
避
難
す
る
場
所
は
、
通
称

「
三
ツ
屋
」
か
ら
恵
比
寿
山
近
く

ま
で
続
く
、
比
較
的
傾
斜
の
ゆ
る

い
山
地
で
あ
る
。
こ
の
場
所
を
逃

場
山
と
い
う
。

　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
大
浸

水
の
際
に
は
、
阿
弥
陀
堂
の
阿
弥
陀

如
来
を
持
っ
て
村
を
あ
げ
て
、
こ
の

山
へ
逃
れ
、
如
来
の
お
告
げ
に
随
っ

て
行
動
し
、
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ

な
か
っ
た
と
い
う
。

　

山
崩
れ
の
土
砂
も
如
来
を
安
置
し

て
お
い
た
建
物
の
堀
の
所
で
ぴ
た
っ

と
止
ま
っ
た
と
か
、「
堂
の
井
戸
」
と

か
い
う
何
か
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
を

想
像
さ
せ
る
こ
と
ば
が
、
こ
の
逃
場

山
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
る
。

　

戦
乱
の
中
で
民
衆
が
山
の
中

へ
入
れ
ば
、
社
会
で
の
関
係
は
清

算
さ
れ
る
避
難
所
の
意
味
を
山

が
も
っ
て
お
り
、
武
士
た
ち
も
山

へ
逃
げ
こ
ん
だ
者
に
は
手
を
出

さ
な
い
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
。

　

小
沼
村
の
場
合
、
戦
乱
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
が
、
具
体
的
な
こ
と
ば
、

「
逃
場
山
」
で
出
て
い
る
と
こ
ろ
が

意
味
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　

松
沢　

邦
男

小
沼
村
の
逃
場
山

小 沼 分 館

４４

ふ
る
さ
と
の
歴
史
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今月の伝言板
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７月の展示コーナー
き り 絵 展

内　容　中野きりえの会会員の作品の展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

■平成18年度 中野市民作品展
　様々なジャンルの作品が一堂に会すこの作品展に
是非足をお運びいただき力作をご覧ください。
日　時　７月15日(土)～17日(月)
　　　　午前９時～午後６時（17日は午後５時まで）
場　所　中央公民館 講堂

■歴史講演会
日　時　８月５日(土) 午後２時～午後３時30分
場　所　中央公民館 講堂　　参加料・申込み　不要
演　題　「信濃における天領と代官陣屋について」
講　師　法政大学名誉教授　村上　直　先生

受講生募集

開催のお知らせ

■夏休み親子きりえ教室
　夏休みの思い出に「きりえ」をつくってみません
か。初めての人も大歓迎。親子に限らずご家族や友
だち同士でもご参加いただけます。
日　時　８月２日(水) 午前９時30分～午前11時30分

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら北部公民館から

参加者募集
■あるある夏休み探検隊
　夏休みに親子で楽しい体験をしよう！下記Ⅰ～Ⅲ
のいずれも７月10日(月)から受付を開始します。
（親子での参加を原則とします。ただし、小学校３
年生以上の方でしたら本人のみの参加も可能です。）

＜� キミコ方式の楽しい絵の教室＞
　絵が苦手な人でも大丈夫！

場　所　中央公民館
指　導　中野きりえの会の皆さん
定　員　30人　　　受講料　無料
申込み　７月11日(月)から受付を開始します。

■万葉集を読み味わう
　日本最古の歌集｢万葉集｣を通して、古典文学に親
しんでいただく教養講座です。
日　時　８月29日､９月５日､12日､19日､26日､10月３日
　　　　(全６回) 毎週火曜日　午前10時～正午
場　所　中央公民館 講堂
講　師　信州大学名誉教授　滝澤 貞夫　先生
定　員　50人程度　　　受講料　無料
持ち物　不要　※教材資料はご用意します
申込み　７月25日(火)から受付を開始します。

　

平
成
十
七
年
度
柳
沢
区
で
は
、
区

始
ま
っ
て
以
来
の
出
来
事
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
柳
沢
区
の
会
計

を
女
性
で
初
め
て
上
野
紀
子
さ
ん
が

引
き
受
け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　

紀
子
さ
ん
は
岩
手
県
出
身
で
、
上

野
広
信
さ
ん
と
結
婚
。
平
成
十
五
年

三
月
に
柳
沢
に
定
住
さ
れ
ま
し
た
。

定
住
後
、
市
が
企
画
す
る
事
業
に
積

極
的
に
参
加
し
、
特
に
男
女
共
同
参

画
事
業
等
で
は
意
見
や
提
言
を
行
い

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
十
二
月
の
区
役
員
選

考
で
、
柳
沢
二
組
か
ら
上
野
さ
ん
宅

が
十
七
年
度
区
役
員
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
上
野
家
で
は

義
父
が
体
調
を
崩
し
、
夫
は
出
張
の

多
い
仕
事
柄
、
紀
子
さ
ん
が
区
役
員

に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
計
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
夫
の

名
前
で
受
け
る
の
か
、
義
父
の
名
前

に
す
る
の
か
と
議
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ご
自
身
の
名
前
が
当
然
と
考
え
、

総
会
に
臨
み
ま
し
た
。
総
会
で
区
民

の
皆
さ
ん
は
大
変
驚
か
れ
た
よ
う
で

す
。
柳
沢
区
で
初
め
て
の
女
性
会
計
、

定
住
し
て
二
年
、
三
〇
代
前
半
の
若

さ
、
区
民
に
は
不
安
で
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

就
任
早
々
の
雪
か
き
、
会
議
の
た

び
の
説
明
、
湯
茶
・
懇
親
会
の
準
備
、

後
片
付
け
。
区
長
は
じ
め
役
員
は
、

昼
間
留
守
の
た
め
区
民
の
苦
情
を
受

け
、
報
告
処
理
。
そ
ん
な
こ
ん
な
す

る
う
ち
区
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
で
き
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。

会
議
を
こ
な
し
な
が
ら
、
懇
親
会
も

積
極
的
に
で
ま
し
た
。
こ
の
一
年
、

区
民
の
方
と
の
会
話
も
多
く
な
り
、

教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
大

変
仲
良
し
に
な
れ
た
こ
と
が
大
き
な

収
穫
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
は
、
中
野
市
男
女
共
同
参
画

出
前
講
座
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
縁
組
に
も
力
を
入
れ
、
一
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
林　

正
英
）

み
ど
り
の
季
節

潮
音
同
人　

中
山 
喜
助

土
鳩
の
声
楓
若
葉
の
お
く
に
聞
こ
ゆ
遠
き
青
春
の
ご
と
き
や
さ
し
さ

早
蕨
の
煮
浸
し
を
食
み
里
山
の
日
向
の
匂
ひ
な
つ
か
し
み
お
り

黙
し
お
れ
ば
わ
が
過
ぎ
来
し
を
責
め
て
落
つ
る
早
口
こ
と
ば
の
や
う
な
雨
垂
れ

公
園
の
揺
れ
る
ブ
ラ
ン
コ
そ
れ
ぞ
れ
の
違
ふ
高
さ
の
空
を
見
て
ゐ
る

日
の
暮
れ
を
ひ
と
り
歩
め
る
村
の
道
い
い
で
は
な
い
か
今
ま
で
の
事
は
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日　時　７月27日(木)､28日(金)､８月１日(火)､２日(水)
　　　　　午前９時～正午
場　所　北部公民館　　指　導　柴垣 芳美　先生
定　員　15人　　　持ち物　水彩画用具一式
参加費　無料（ただし、教材費として300円）
＜� グライダーをつくって飛ばそう＞
　グライダーを作って飛ばして楽しもう！
日　時　７月29日(土) 午前９時～正午
場　所　北部公民館　　指　導　木村 康之　先生
定　員　20人　　　持ち物　定規（ものさし）
参加費　無料（ただし、教材費として100円）
＜� ストーンペインティング＞
　河原でいろいろな形の石を拾って絵を描いてみよう！
日　時　７月31日(月) 午前９時～正午
場　所　北部公民館　　　定　員　20人
指　導　畔上正雄 先生・畔上美津子 先生
参加費　無料（ただし、教材費として200円）
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今月の伝言板

お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８

≪今月号の表紙の写真≫ 二千年もの太古の実が現代に入
り発見され、発芽に成功し今も花咲く大賀ハス（浜津ヶ池）

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

印刷　高錦堂印刷所

受講生募集
西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

■初級英会話講座
　「これから英会話を習いたい」「もう一度初歩から
習いたい」「これから国際交流をしたい」と思ってい
るあなた、英会話初心者の方大歓迎です。
日　時　９月７日から12月14日まで（９月21日除く）
　　　　毎週木曜日（全13回）午後６時30分～８時
場　所　西部公民館 会議室　　　定　員　20人
講　師　市内中学校の英語指導助手　
　　　　　アダム・ジョン・ストークス　先生
受講料　無料　申込み　７月３日(月)から受付開始

■ぼくとわたしのわんわん講座
　犬と人との共生の大切さを知り、犬と楽しく生活
するための知識と育てのコツが学べる講座です。
日　時　７月28日(金) 午前９時～午前11時（学科）
　　　　８月４日(金) 午前９時～午前11時（実地）
場　所　西部公民館 会議室ほか　　定　員　20組
対　象　小中学生と1.5歳未満の愛犬（※両日受講でき
　　　　る人(保護者同伴可)。犬は８月４日のみ同伴）
受講料　無料（ただし、テキスト購入希望者は300円
　　　　必要）
持ち物　愛犬のおやつ、水飲みの器、ナイロン袋
申込み　７月６日(木)から受付を開始します。

■はじめてのピラティス講座
ーもっとしなやかに、もっとかろやかに、もっと、もっと健康に！ー
　身体の深層部の筋肉を刺激し、柔軟性を高め、健
康な体を作ります。「いつでも、どこでも、だれでも」

年齢や性別に関係なくご参加いただけます。
日　時　８月７日(月)から10月30日まで（全10回）
　　　　＜第１部＞ 午後６時30分～午後７時45分
　　　　＜第２部＞ 午後７時45分～午後９時
場　所　西部公民館 会議室・研修室
受講料　無料　　定　員　第１・２部ともに各10人
持ち物　ヨガマットまたはバスタオル、汗拭きタオルほか
申込み　７月６日(木)から受付を開始します。

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

参加者募集
■豊田寺子屋② 「保護者とともに」
　―お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃんへ―
　子どものことでちょっと不安に思っていることも、
同じ仲間と話し合うことで勇気や元気がわいてきま
す。明日も子どもと共に明るく過ごしましょう。
日　時　７月20日(木) 午後７時30分～午後９時
場　所　豊田公民館
講　師　中野小学校講師　小田切よし子　先生
対　象　市内小中学生の保護者
参加料　無料　　　申込み　７月19日(水)まで
■クローズアップ豊田
　「豊田の自然と大地のおいたち」
　豊田地域の自然・地形の成り立ちや特色はなんだ
ろう。いつから人は住み始めたのだろう。“ふるさと
豊田”をもっと知っていただくチャンスです。
日　時　７月30日(日) 午後１時30分～午後３時
場　所　豊田公民館　　　参加料・申込み　不要
講　師　長野教育事務所 学校教育チーム
　　　　　チームリーダー　清水 岩夫　先生
■親子で挑戦「作ろう、冷めたーいお菓子
　いっぱいのおもてなしパーティを」
　夏休み中、お友だちや家族といっしょに冷めたい
お菓子いっぱいのパーティをしませんか。親子でお
菓子づくりやテーブルセッティングに楽しく挑戦！
日　時　８月２日(水) 午前９時～正午
場　所　豊田公民館　　講　師　矢沢 玉枝　先生
対　象　市内小学生と保護者（幼い兄弟同伴可）
参加費　無料（ただし、食材費300円程度を実費負担）
定　員　親子15組　　申込み　７月27日(木)まで

お問合せ及び　 中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　  ℡３８－２９２２
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